
６－４　スラブ等の補強６－４　スラブ等の補強６－４　スラブ等の補強６－４　スラブ等の補強６－４　スラブ等の補強

５）段差のあるスラブの補強５）段差のあるスラブの補強５）段差のあるスラブの補強５）段差のあるスラブの補強５）段差のあるスラブの補強 （参考図５．１２）（参考図５．１２）（参考図５．１２）（参考図５．１２）（参考図５．１２）

（参考図５．８）（参考図５．８）（参考図５．８）（参考図５．８）（参考図５．８）

補強筋を上端筋の下側に配置する補強筋を上端筋の下側に配置する補強筋を上端筋の下側に配置する補強筋を上端筋の下側に配置する補強筋を上端筋の下側に配置する

１）屋根スラブの出隅及び入隅部１）屋根スラブの出隅及び入隅部１）屋根スラブの出隅及び入隅部１）屋根スラブの出隅及び入隅部１）屋根スラブの出隅及び入隅部

スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，スラブ筋と同径，

同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔同材質，同間隔
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　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。　　基礎梁とスラブを一体打ちとしないで，打継ぎを設ける場合の補強を示す。

（参考図５．１０）（参考図５．１０）（参考図５．１０）（参考図５．１０）（参考図５．１０）
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土間コンクリ－ト補強筋土間コンクリ－ト補強筋土間コンクリ－ト補強筋土間コンクリ－ト補強筋土間コンクリ－ト補強筋
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土間コンクリ－ト補強筋の土間コンクリ－ト補強筋の土間コンクリ－ト補強筋の土間コンクリ－ト補強筋の土間コンクリ－ト補強筋の

鉄筋径及び間隔に合わせる鉄筋径及び間隔に合わせる鉄筋径及び間隔に合わせる鉄筋径及び間隔に合わせる鉄筋径及び間隔に合わせる

D13D13D13D13D13 D13D13D13D13D13

（参考図５．１１）（参考図５．１１）（参考図５．１１）（参考図５．１１）（参考図５．１１）

(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋一般スラブ配力筋

出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部出隅受け部
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（出隅部分補強配筋）（出隅部分補強配筋）（出隅部分補強配筋）（出隅部分補強配筋）（出隅部分補強配筋） （出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）（出隅受け部配筋）

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

L3L3L3L3L3

1/21/21/21/21/2 L1L1L1L1L1

1/21/21/21/21/2 L1L1L1L1L1

1/21/21/21/21/2

（注）出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する（注）出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する（注）出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する（注）出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する（注）出隅受け部配筋は柱又は梁にL1定着する

(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする(注)　　1≧　2　とする

（参考図５．９）（参考図５．９）（参考図５．９）（参考図５．９）（参考図５．９）

３）土間スラブの打継ぎ補強３）土間スラブの打継ぎ補強３）土間スラブの打継ぎ補強３）土間スラブの打継ぎ補強３）土間スラブの打継ぎ補強

４）土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋４）土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋４）土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋４）土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋４）土間コンクリ－トと基礎梁との接合部配筋
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（ａ）段差（Ｈ）が７０㎜以下の場合（ａ）段差（Ｈ）が７０㎜以下の場合（ａ）段差（Ｈ）が７０㎜以下の場合（ａ）段差（Ｈ）が７０㎜以下の場合（ａ）段差（Ｈ）が７０㎜以下の場合
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３５０㎜３５０㎜３５０㎜３５０㎜３５０㎜

（ｂ）段差（Ｈ）が７０㎜を越え，１５０㎜以下の場合（ｂ）段差（Ｈ）が７０㎜を越え，１５０㎜以下の場合（ｂ）段差（Ｈ）が７０㎜を越え，１５０㎜以下の場合（ｂ）段差（Ｈ）が７０㎜を越え，１５０㎜以下の場合（ｂ）段差（Ｈ）が７０㎜を越え，１５０㎜以下の場合

※　150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。※　150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。※　150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。※　150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。※　150mm以下の段差のあるスラブの場合に限る。
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（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。　　（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。　　（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。　　（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。　　（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。　　

（参考図　６．３）（参考図　６．３）（参考図　６．３）（参考図　６．３）（参考図　６．３）
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（参考図　６．２）（参考図　６．２）（参考図　６．２）（参考図　６．２）（参考図　６．２）
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（表６．２）（表６．２）（表６．２）（表６．２）（表６．２）７－２　二辺固定スラブ形階段７－２　二辺固定スラブ形階段７－２　二辺固定スラブ形階段７－２　二辺固定スラブ形階段７－２　二辺固定スラブ形階段

Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠Ｄ１６－１００＠

Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠Ｄ１６－１２５＠

Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３，Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３，Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３，Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３，Ｄ１６－１５０＠Ｄ１３，Ｄ１６－１５０＠

Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠Ｄ１３－１００＠

Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠Ｄ１３－１５０＠

Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠

上端筋，下端筋とも　（全域）上端筋，下端筋とも　（全域）上端筋，下端筋とも　（全域）上端筋，下端筋とも　（全域）上端筋，下端筋とも　（全域）
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ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４ＫＢ４

ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３ＫＢ３

ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２ＫＢ２

ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１ＫＢ１

種　　別種　　別種　　別種　　別種　　別

配　　筋配　　筋配　　筋配　　筋配　　筋

二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋二辺固定スラブ形基準配筋

　　　　標仕（表5.3.4）のL3とする。　　　　　　標仕（表5.3.4）のL3とする。　　　　　　標仕（表5.3.4）のL3とする。　　　　　　標仕（表5.3.4）のL3とする。　　　　　　標仕（表5.3.4）のL3とする。　　
　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，　　　３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは，

　　　２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に降ろす。　　　２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に降ろす。　　　２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に降ろす。　　　２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に降ろす。　　　２．階段主筋は，壁の中心線を越えてから縦に降ろす。
（注）１．壁配筋は，８－３による。（注）１．壁配筋は，８－３による。（注）１．壁配筋は，８－３による。（注）１．壁配筋は，８－３による。（注）１．壁配筋は，８－３による。
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配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２ＫＡ２
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配筋図配筋図配筋図配筋図配筋図
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配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別 ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１

片持ちスラブ形階段基準配筋片持ちスラブ形階段基準配筋片持ちスラブ形階段基準配筋片持ちスラブ形階段基準配筋片持ちスラブ形階段基準配筋
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（参考図６．１）（参考図６．１）（参考図６．１）（参考図６．１）（参考図６．１）７－１　片持ちスラブ形階段７－１　片持ちスラブ形階段７－１　片持ちスラブ形階段７－１　片持ちスラブ形階段７－１　片持ちスラブ形階段

７　階　段７　階　段７　階　段７　階　段７　階　段

２）片持スラブの出隅部２）片持スラブの出隅部２）片持スラブの出隅部２）片持スラブの出隅部２）片持スラブの出隅部
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先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
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先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
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先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋先端補強筋
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（参考図　４．５）（参考図　４．５）（参考図　４．５）（参考図　４．５）（参考図　４．５）

８－３　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋８－３　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋８－３　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋８－３　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋８－３　片持スラブ形階段を受ける壁の配筋 （表４．２）（表４．２）（表４．２）（表４．２）（表４．２）
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ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４ＫＡ４

ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３ＫＡ３

ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１ＫＡ１

８－４　パラペットの配筋８－４　パラペットの配筋８－４　パラペットの配筋８－４　パラペットの配筋８－４　パラペットの配筋

（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。（注）縦筋は，横筋の外側に配筋する。

ダブルダブルダブルダブルダブル
横筋横筋横筋横筋横筋

Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠
ＫＷ２ＫＷ２ＫＷ２ＫＷ２ＫＷ２ ２００２００２００２００２００

ダブルダブルダブルダブルダブル
縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋
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ダブルダブルダブルダブルダブル
横筋横筋横筋横筋横筋

Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠Ｄ１０－２００＠
ＫＷ１ＫＷ１ＫＷ１ＫＷ１ＫＷ１ １８０１８０１８０１８０１８０

ダブルダブルダブルダブルダブル
縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠Ｄ１３－２００＠

（７－１）（７－１）（７－１）（７－１）（７－１）
断　面　図断　面　図断　面　図断　面　図断　面　図縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋種　別種　別種　別種　別種　別 配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別配筋種別

階 段 の階 段 の階 段 の階 段 の階 段 の

（表４．１）（表４．１）（表４．１）（表４．１）（表４．１）

（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。（注）壁筋の配筋順序は，規定しない。

Ｄ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＷ２０ＢＷ２０ＢＷ２０ＢＷ２０ＢＷ２０Ｂ

２００２００２００２００２００

Ｄ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＷ２０ＡＷ２０ＡＷ２０ＡＷ２０ＡＷ２０Ａ

Ｄ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＤ１０－１５０＠  ダブルＷ１８ＢＷ１８ＢＷ１８ＢＷ１８ＢＷ１８Ｂ

１８０１８０１８０１８０１８０

Ｄ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＤ１０－２００＠  ダブルＷ１８ＡＷ１８ＡＷ１８ＡＷ１８ＡＷ１８Ａ

Ｄ１０－１００＠  シングルＤ１０－１００＠  シングルＤ１０－１００＠  シングルＤ１０－１００＠  シングルＤ１０－１００＠  シングルＷ１５ＢＷ１５ＢＷ１５ＢＷ１５ＢＷ１５Ｂ

１５０１５０１５０１５０１５０

Ｄ１０－１５０＠  シングルＤ１０－１５０＠  シングルＤ１０－１５０＠  シングルＤ１０－１５０＠  シングルＤ１０－１５０＠  シングルＷ１５ＡＷ１５ＡＷ１５ＡＷ１５ＡＷ１５Ａ

Ｄ１０－２００＠  シングルＤ１０－２００＠  シングルＤ１０－２００＠  シングルＤ１０－２００＠  シングルＤ１０－２００＠  シングルＷ１２Ｗ１２Ｗ１２Ｗ１２Ｗ１２ １２０１２０１２０１２０１２０

断　面　図断　面　図断　面　図断　面　図断　面　図縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋縦筋及び横筋種　別種　別種　別種　別種　別

８－２　壁の配筋８－２　壁の配筋８－２　壁の配筋８－２　壁の配筋８－２　壁の配筋

（参考図　４．１）（参考図　４．１）（参考図　４．１）（参考図　４．１）（参考図　４．１）

３．幅止め筋は縦横ともD10-1000＠程度とする３．幅止め筋は縦横ともD10-1000＠程度とする３．幅止め筋は縦横ともD10-1000＠程度とする３．幅止め筋は縦横ともD10-1000＠程度とする３．幅止め筋は縦横ともD10-1000＠程度とする

２．壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする２．壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする２．壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする２．壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする２．壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする

１．図のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す１．図のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す１．図のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す１．図のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す１．図のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す

L1L1L1L1L1

≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@

Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠Ｐ＠
主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置 主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

L2L2L2L2L2 梁梁梁梁梁

≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@

P@P@P@P@P@

≦P@≦P@≦P@≦P@≦P@

主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置主筋位置

梁梁梁梁梁

柱柱柱柱柱

８－１　一般事項８－１　一般事項８－１　一般事項８－１　一般事項８－１　一般事項

８　壁８　壁８　壁８　壁８　壁

９　その他９　その他９　その他９　その他９　その他

（表　４．３・４）（表　４．３・４）（表　４．３・４）（表　４．３・４）（表　４．３・４）

壁の打増し厚さ（a）が50mm以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50mm以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50mm以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50mm以上の場合の補強を示す。壁の打増し厚さ（a）が50mm以上の場合の補強を示す。

（参考図　４．４）（参考図　４．４）（参考図　４．４）（参考図　４．４）（参考図　４．４）

（参考図　４．３）（参考図　４．３）（参考図　４．３）（参考図　４．３）（参考図　４．３）

打増し部打増し部打増し部打増し部打増し部

ａａａａａ

L2L2L2L2L2

　配筋できる場合は，補強を省略することができる。　配筋できる場合は，補強を省略することができる。　配筋できる場合は，補強を省略することができる。　配筋できる場合は，補強を省略することができる。　配筋できる場合は，補強を省略することができる。

３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて３）開口部が柱及び梁に接する部分又は鉄筋を緩やかに曲げることにより開口部を避けて

２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３４－Ｄ１３Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０Ｗ１８，Ｗ２０

１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３２－Ｄ１３Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３１－Ｄ１３Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５Ｗ１２，Ｗ１５

斜め斜め斜め斜め斜め縦・横縦・横縦・横縦・横縦・横斜め斜め斜め斜め斜め縦・横縦・横縦・横縦・横縦・横

壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別壁の種別

補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋補　強　筋

Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ｂ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形Ａ　　形

８－５　壁開口部補強８－５　壁開口部補強８－５　壁開口部補強８－５　壁開口部補強８－５　壁開口部補強

８－６　壁の打増し補強配筋８－６　壁の打増し補強配筋８－６　壁の打増し補強配筋８－６　壁の打増し補強配筋８－６　壁の打増し補強配筋

L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1

壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋壁配筋
開　　口開　　口開　　口開　　口開　　口L1L1L1L1L1

L1L1L1L1L1

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
２）壁開口部補強筋の定着長さ２）壁開口部補強筋の定着長さ２）壁開口部補強筋の定着長さ２）壁開口部補強筋の定着長さ２）壁開口部補強筋の定着長さ

９－１　コンクリートブロック帳壁との取合い９－１　コンクリートブロック帳壁との取合い９－１　コンクリートブロック帳壁との取合い９－１　コンクリートブロック帳壁との取合い９－１　コンクリートブロック帳壁との取合い

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

ttttt

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@
D10D10D10D10D10

D13D13D13D13D13
D16D16D16D16D16

L2L2L2L2L2

L2L2L2L2L2

控壁の配筋控壁の配筋控壁の配筋控壁の配筋控壁の配筋

張壁が土間コンクリ－ト上に設置される場合の補強張壁が土間コンクリ－ト上に設置される場合の補強張壁が土間コンクリ－ト上に設置される場合の補強張壁が土間コンクリ－ト上に設置される場合の補強張壁が土間コンクリ－ト上に設置される場合の補強

　（参考図７．３）　（参考図７．３）　（参考図７．３）　（参考図７．３）　（参考図７．３）

コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁コンクリートブロック帳壁

800800800800800

コンクリ－トの厚さコンクリ－トの厚さコンクリ－トの厚さコンクリ－トの厚さコンクリ－トの厚さ

D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10-200@D10D10D10D10D10

（参考図７．４）（参考図７．４）（参考図７．４）（参考図７．４）（参考図７．４）

5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)

5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)5-D10(L=1,500)

樺樺樺樺樺
元元元元元

樺樺樺樺樺
元元元元元

田田田田田
島島島島島

田田田田田
島島島島島

U NU NU NU NU N
A R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R E

C O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O N
D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   

U  U  U  U  U  
J J J J J 
U  U  U  U  U  
N  N  N  N  N  

Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名

製

図

製

図

製

図

製

図

製

図

構

造

構

造

構

造

構

造

構

造

担

当

担

当

担

当

担

当

担

当

設

計

設

計

設

計

設

計

設

計

鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

NO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALE

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)鉄筋コンクリート構造配筋標準図(３)

Ｓ － ０４Ｓ － ０４Ｓ － ０４Ｓ － ０４Ｓ － ０４
構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



1.1.1.1.1. 一般事項一般事項一般事項一般事項一般事項 2.2.2.2.2. 溶接規準図溶接規準図溶接規準図溶接規準図溶接規準図

(2)(2)(2)(2)(2)

(3)(3)(3)(3)(3)

(4)(4)(4)(4)(4)

(5)(5)(5)(5)(5)

(1)(1)(1)(1)(1) (1)(1)(1)(1)(1)

(2)(2)(2)(2)(2)

(3)(3)(3)(3)(3)

(4)(4)(4)(4)(4)

スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接スミ肉溶接

部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接部分溶け込み溶接

完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接完全溶込み溶接

フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接フレアー溶接

●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型●ＢＯＸ型

●　Ｂ．Ｈ方式●　Ｂ．Ｈ方式●　Ｂ．Ｈ方式●　Ｂ．Ｈ方式●　Ｂ．Ｈ方式

材料及び検査材料及び検査材料及び検査材料及び検査材料及び検査

工作一般工作一般工作一般工作一般工作一般

高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合高力ボルト接合

溶接接合溶接接合溶接接合溶接接合溶接接合

塗装塗装塗装塗装塗装

●　　　　　　　　　　型●　　　　　　　　　　型●　　　　　　　　　　型●　　　　　　　　　　型●　　　　　　　　　　型

鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）

（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　（単位ｍｍ）（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　（単位ｍｍ）（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　（単位ｍｍ）（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　（単位ｍｍ）（注）ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長　（単位ｍｍ）

根巻の場合根巻の場合根巻の場合根巻の場合根巻の場合

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き

φ＝２０φ＝２０φ＝２０φ＝２０φ＝２０

AAAAA AAAAA 断面断面断面断面断面

θθθθθ

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

フランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲに

接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと

ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚

θ＝７５°～１０５°θ＝７５°～１０５°θ＝７５°～１０５°θ＝７５°～１０５°θ＝７５°～１０５°

大梁が斜めの場合大梁が斜めの場合大梁が斜めの場合大梁が斜めの場合大梁が斜めの場合

は溶接と添板の内は溶接と添板の内は溶接と添板の内は溶接と添板の内は溶接と添板の内

側板に注意のこと側板に注意のこと側板に注意のこと側板に注意のこと側板に注意のこと

スカーラップ部分は回し溶接するスカーラップ部分は回し溶接するスカーラップ部分は回し溶接するスカーラップ部分は回し溶接するスカーラップ部分は回し溶接する

AAAAAAAAAA

(c)(c)(c)(c)(c)

(a)(a)(a)(a)(a)

(b)(b)(b)(b)(b)

(b)(b)(b)(b)(b)

(c)(c)(c)(c)(c)

(a)(a)(a)(a)(a)

(a)(a)(a)(a)(a)

(a)(a)(a)(a)(a)

(c)(c)(c)(c)(c)

(b)(b)(b)(b)(b)

上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ

(d)(d)(d)(d)(d)

仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良 良良良良良 仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良 良良良良良

裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする裏はつり側にする

開先面開先面開先面開先面開先面

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ

rrrrr

スカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップ

ｒ＝３０～３５ｍｍｒ＝３０～３５ｍｍｒ＝３０～３５ｍｍｒ＝３０～３５ｍｍｒ＝３０～３５ｍｍ

但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満但し梁成がＤ＝１５０ｍｍ未満

の場合のスカラップはの場合のスカラップはの場合のスカラップはの場合のスカラップはの場合のスカラップは

ｒ＝２０ｍｍとするｒ＝２０ｍｍとするｒ＝２０ｍｍとするｒ＝２０ｍｍとするｒ＝２０ｍｍとする

r10r10r10r10r10

r35r35r35r35r35

θθθθθ

寸法（ｍｍ）寸法（ｍｍ）寸法（ｍｍ）寸法（ｍｍ）寸法（ｍｍ）

BBBBB SSSSS

1313131313

1616161616

1919191919

2222222222

2525252525

1010101010

1111111111

1212121212

44444

4.54.54.54.54.5

55555

66666

77777

88888

φφφφφ

ttttt

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

6<t<19mm6<t<19mm6<t<19mm6<t<19mm6<t<19mm

f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4

f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4

MC NGCMC NGCMC NGCMC NGCMC NGC GCGCGCGCGC

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4

Ｔ型突合せ継手余盛Ｔ型突合せ継手余盛Ｔ型突合せ継手余盛Ｔ型突合せ継手余盛Ｔ型突合せ継手余盛

のど厚ｔｍｍのど厚ｔｍｍのど厚ｔｍｍのど厚ｔｍｍのど厚ｔｍｍ 余盛の高さｍｍ余盛の高さｍｍ余盛の高さｍｍ余盛の高さｍｍ余盛の高さｍｍ

ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４

４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９

11111

22222

33333

44444

ttttt

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ｔ≧１９ｔ≧１９ｔ≧１９ｔ≧１９ｔ≧１９

66666

99999

99999

66666

99999

99999

55555

88888

88888

66666

66666

99999

66666

99999

99999

55555

88888

88888

θθθθθ GGGGG t1t1t1t1t1 LLLLL

ttttt

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

削り面削り面削り面削り面削り面

θθθθθ f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4f=t/4

tmmtmmtmmtmmtmm

6<t<126<t<126<t<126<t<126<t<12

１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９１２≦ｔ≦１９

   t>19   t>19   t>19   t>19   t>19

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

θθθθθ

４５°４５°４５°４５°４５°

３５°３５°３５°３５°３５°

３５°３５°３５°３５°３５°

GGGGG

66666

99999

99999

t1t1t1t1t1

66666

99999

99999

LLLLL

55555

55555

88888

MC  NGCMC  NGCMC  NGCMC  NGCMC  NGC

GGGGG

66666

99999

t1t1t1t1t1

66666

99999

99999

LLLLL

55555

55555

88888

GCGCGCGCGC

θθθθθ

４５°４５°４５°４５°４５°

４５°４５°４５°４５°４５°

３５°３５°３５°３５°３５°

66666

F VF VF VF VF V

F VF VF VF VF V

F VF VF VF VF V

F VF VF VF VF V

F VF VF VF VF V

6<t<19mm6<t<19mm6<t<19mm6<t<19mm6<t<19mm

θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°θ＝４５°

ttttt

SSSSS

７以下７以下７以下７以下７以下

66666

ｔ≦１６ｍｍｔ≦１６ｍｍｔ≦１６ｍｍｔ≦１６ｍｍｔ≦１６ｍｍ

８～１０８～１０８～１０８～１０８～１０ １１～１３１１～１３１１～１３１１～１３１１～１３ １４～１６１４～１６１４～１６１４～１６１４～１６

77777 1010101010 1212121212

・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする・但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする

・ｔはｔ＾１、ｔ＾２の小なる方とする・ｔはｔ＾１、ｔ＾２の小なる方とする・ｔはｔ＾１、ｔ＾２の小なる方とする・ｔはｔ＾１、ｔ＾２の小なる方とする・ｔはｔ＾１、ｔ＾２の小なる方とする

・余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする・余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする・余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする・余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする・余盛は（１＋０．１Ｓ）ｍｍ以下とする

・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚とすること・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚とすること・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚とすること・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚とすること・軸力が加わる場合のＳは母材と同厚とすること

が望ましい。が望ましい。が望ましい。が望ましい。が望ましい。

ttttt

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

t>16mmt>16mmt>16mmt>16mmt>16mm

θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°θ＝６０°

G=0G=0G=0G=0G=0

F VF VF VF VF V

Ｄ１≧ｔ／３　　　ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍＤ１≧ｔ／３　　　ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍＤ１≧ｔ／３　　　ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍＤ１≧ｔ／３　　　ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍＤ１≧ｔ／３　　　ｔ／４≦Ｓ≦１０ｍｍ

・両側に補強隅肉溶接を付加する・両側に補強隅肉溶接を付加する・両側に補強隅肉溶接を付加する・両側に補強隅肉溶接を付加する・両側に補強隅肉溶接を付加する

ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１ｔ≦ｔ１

（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）（使用箇所に注意）

（平継手，Ｔ形継手）（平継手，Ｔ形継手）（平継手，Ｔ形継手）（平継手，Ｔ形継手）（平継手，Ｔ形継手）

11111

22222

●両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ●両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ●両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ●両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ●両側に補強すみ肉溶接を付加する　　ＡＡＧ

33333

●補強すみ肉溶接を付加する●補強すみ肉溶接を付加する●補強すみ肉溶接を付加する●補強すみ肉溶接を付加する●補強すみ肉溶接を付加する

44444

●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合●ＡＡＧ（　）内はＧＣでＦ．Ｈの場合

●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する

55555

ｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍｆ≧０．５ｍｍ（ただし、ｔ≧１５ｍｍ

のとき４ｍｍとする）のとき４ｍｍとする）のとき４ｍｍとする）のとき４ｍｍとする）のとき４ｍｍとする）

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する●両側に補強すみ肉溶接を付加する

ａ＞４ｍｍの場合ａ＞４ｍｍの場合ａ＞４ｍｍの場合ａ＞４ｍｍの場合ａ＞４ｍｍの場合

平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき

（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）（裏はつり後溶接）

66666

77777

Ｋ型の場合Ｋ型の場合Ｋ型の場合Ｋ型の場合Ｋ型の場合

88888

●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする●フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする

●９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする●９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする●９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする●９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする●９ｍｍ～１６ｍｍは１パス以上、１９ｍｍ以上は２パス以上とする

　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする　溶接棒角度θは３０°～４０°とする

○溶接記号番号を○中に記入のこと○溶接記号番号を○中に記入のこと○溶接記号番号を○中に記入のこと○溶接記号番号を○中に記入のこと○溶接記号番号を○中に記入のこと

（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）（通しダイヤフラムの場合）

※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）※全周すみ肉溶接又は突合せ（裏あて金付）

t>19t>19t>19t>19t>19

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

44444

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

11111

44444

11111

44444

11111

4444411111

11111

11111 44444

※※※※※

※※※※※

※※※※※

※※※※※

11111

44444

44444
11111

※※※※※

※※※※※

※※※※※

44444
11111

※※※※※
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８
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以
下

８
０
以
下

８
０
以
下

８
０
以
下

８
０
以
下

スカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分は

回し溶接とする回し溶接とする回し溶接とする回し溶接とする回し溶接とする

１
０

０
以

上
１

０
０

以
上

１
０

０
以

上
１

０
０

以
上

１
０

０
以

上

あたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬこと

内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱内ダイヤフラムの場合は柱

の角のＲに接しないことの角のＲに接しないことの角のＲに接しないことの角のＲに接しないことの角のＲに接しないこと

ttttt

エンドタブが互にエンドタブが互にエンドタブが互にエンドタブが互にエンドタブが互に

●柱が途中で折れる場合●柱が途中で折れる場合●柱が途中で折れる場合●柱が途中で折れる場合●柱が途中で折れる場合

　及梁成が異なる場合　及梁成が異なる場合　及梁成が異なる場合　及梁成が異なる場合　及梁成が異なる場合

ttttt

３５ｍｍ以上３５ｍｍ以上３５ｍｍ以上３５ｍｍ以上３５ｍｍ以上

かつ２ｔ以下かつ２ｔ以下かつ２ｔ以下かつ２ｔ以下かつ２ｔ以下
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Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）Ｇ＝０～２（裏はつり後裏溶接）

Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図
平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図Ａ－Ａ　断面図

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

 9 9 9 9 9  7 7 7 7 7

 8 8 8 8 8

 9 9 9 9 9

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2G=0～2

θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)

R≦2R≦2R≦2R≦2R≦2

25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上25mm以上

6≦t＜126≦t＜126≦t＜126≦t＜126≦t＜12

12≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜16

16≦t16≦t16≦t16≦t16≦t

tmmtmmtmmtmmtmm θθθθθ GGGGG t1t1t1t1t1 LLLLL

45°45°45°45°45°

35°35°35°35°35°

35°35°35°35°35°

45°45°45°45°45°

45°45°45°45°45°

35°35°35°35°35°

33333

66666

66666

33333

66666

66666

33333

33333

33333

33333

33333

33333

33333

一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない

コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートとコンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

構造設計仕様による構造設計仕様による構造設計仕様による構造設計仕様による構造設計仕様による

適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが４０ｍｍ以下のものとする

社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする高張力鋼のひずみきょう正は、冷間きょう正とする

本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

溶接技能者溶接技能者溶接技能者溶接技能者溶接技能者

溶接技能者は施工する溶接に適応ＪＩＳ・Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ・Ｚ３８４１（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応ＪＩＳ・Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ・Ｚ３８４１（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応ＪＩＳ・Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ・Ｚ３８４１（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応ＪＩＳ・Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ・Ｚ３８４１（半自動溶接）溶接技能者は施工する溶接に適応ＪＩＳ・Ｚ３８０１（手溶接）又はＪＩＳ・Ｚ３８４１（半自動溶接）

の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者の溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者

溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器溶接機器

（イ）・交流アーク溶接機（イ）・交流アーク溶接機（イ）・交流アーク溶接機（イ）・交流アーク溶接機（イ）・交流アーク溶接機

（ロ）・アークエアーガウジング機（直流）（ロ）・アークエアーガウジング機（直流）（ロ）・アークエアーガウジング機（直流）（ロ）・アークエアーガウジング機（直流）（ロ）・アークエアーガウジング機（直流）

（ハ）・サブマージアーク溶接機１式（ハ）・サブマージアーク溶接機１式（ハ）・サブマージアーク溶接機１式（ハ）・サブマージアーク溶接機１式（ハ）・サブマージアーク溶接機１式

溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法溶接方法

アーク手溶接　（ＭＣ）アーク手溶接　（ＭＣ）アーク手溶接　（ＭＣ）アーク手溶接　（ＭＣ）アーク手溶接　（ＭＣ）

セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＭＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＭＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＭＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＭＧＣ）セルフ（ノンガス）シールドアーク半自動溶接　（ＭＧＣ）

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事するものが行う組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事するものが行う組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事するものが行う組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事するものが行う組立て溶接技能者は、原則として本工事に従事するものが行う

（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置（イ）仮付位置

組立て溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける組立て溶接は、溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する（ロ）完全溶込み溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する

溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工溶接施工

（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ（イ）エンドタブ

１）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の１）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の１）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の１）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の１）完全溶込み溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と同厚で同開先形状の

２）エンドタブの材質は、母材と同質とする２）エンドタブの材質は、母材と同質とする２）エンドタブの材質は、母材と同質とする２）エンドタブの材質は、母材と同質とする２）エンドタブの材質は、母材と同質とする

３）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上３）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上３）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上３）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上３）エンドタブの長さは、ＭＣ：３５ｍｍ以上

エンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付けるエンドタブを取り付ける

ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、溶接終了後、ＮＧＣ，ＧＣ：４０ｍｍ以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

母材より１０ｍｍ程度残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０ｍｍ程度残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０ｍｍ程度残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０ｍｍ程度残し切断して、グラインダー仕上げとする母材より１０ｍｍ程度残し切断して、グラインダー仕上げとする

４）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者４）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者４）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者４）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者４）プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る又は工事監理者の承認を得る

（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金（ロ）裏あて金

（ハ）スカラップ（ハ）スカラップ（ハ）スカラップ（ハ）スカラップ（ハ）スカラップ

材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で材質は母材と同質材料とし厚さは手溶接で

６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする６ｍｍ、半自動溶接で９ｍｍ以上とする

半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍ半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍ半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍ半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍ半径は３０～３５ｍｍと、１０ｍｍ

のダブルアールとするのダブルアールとするのダブルアールとするのダブルアールとするのダブルアールとする

規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、

溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける溶接監理者の確認を励行し、部材に確認マークをつける

（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、（ホ）現場溶接の開先面には、溶接に支障のない防錆材を塗布する。又、

（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり（ニ）裏はつり

開先部をいためない様に、養生を行なう開先部をいためない様に、養生を行なう開先部をいためない様に、養生を行なう開先部をいためない様に、養生を行なう開先部をいためない様に、養生を行なう

(f)(f)(f)(f)(f)

(e)(e)(e)(e)(e)

300A~500A300A~500A300A~500A300A~500A300A~500A （ニ）・炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）・炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）・炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）・炭酸ガスアーク半自動溶接機（ニ）・炭酸ガスアーク半自動溶接機

（ホ）・溶接電流を測定する電流計（ホ）・溶接電流を測定する電流計（ホ）・溶接電流を測定する電流計（ホ）・溶接電流を測定する電流計（ホ）・溶接電流を測定する電流計

（ヘ）・溶接棒乾燥器（ヘ）・溶接棒乾燥器（ヘ）・溶接棒乾燥器（ヘ）・溶接棒乾燥器（ヘ）・溶接棒乾燥器

ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）ガスシールドアーク半自動溶接　（ＧＣ）

アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）アークエアーガウジング　（ＡＡＧ）
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２
５
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tctctctctc

tc＜28mmtc＜28mmtc＜28mmtc＜28mmtc＜28mm

tc≧28mmtc≧28mmtc≧28mmtc≧28mmtc≧28mm３０３０３０３０３０

樺樺樺樺樺
元元元元元

樺樺樺樺樺
元元元元元
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島島島島島

田田田田田
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Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名
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鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

NO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALE

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事 Ｓ － ０５Ｓ － ０５Ｓ － ０５Ｓ － ０５Ｓ － ０５

鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）鉄骨構造標準図（１）

構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



3.3.3.3.3. 継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他継手規準図、その他

(2)(2)(2)(2)(2) ピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リストピン接合梁継手リスト

(3)(3)(3)(3)(3) 梁鋼接合継手リスト梁鋼接合継手リスト梁鋼接合継手リスト梁鋼接合継手リスト梁鋼接合継手リスト

(4)(4)(4)(4)(4) ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手ハンチ部の継手

(1)(1)(1)(1)(1) ボルトピッチ（Ｐ）ボルトピッチ（Ｐ）ボルトピッチ（Ｐ）ボルトピッチ（Ｐ）ボルトピッチ（Ｐ）

(6)(6)(6)(6)(6) 鉄筋ブレース鉄筋ブレース鉄筋ブレース鉄筋ブレース鉄筋ブレース

(7)(7)(7)(7)(7) デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート

(5)(5)(5)(5)(5) 柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト柱継手リスト

(8)(8)(8)(8)(8) ＡＬＣ板取付要領ＡＬＣ板取付要領ＡＬＣ板取付要領ＡＬＣ板取付要領ＡＬＣ板取付要領

(9)(9)(9)(9)(9) 頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド頭付きスタッド

(10)(10)(10)(10)(10) 梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強梁貫通補強

(11)(11)(11)(11)(11) その他その他その他その他その他

鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）

符　号符　号符　号符　号符　号 部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材 Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)タイプタイプタイプタイプタイプ PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

注）　端部をＢＨとする場合の部材は設計図による注）　端部をＢＨとする場合の部材は設計図による注）　端部をＢＨとする場合の部材は設計図による注）　端部をＢＨとする場合の部材は設計図による注）　端部をＢＨとする場合の部材は設計図による

符　号符　号符　号符　号符　号 部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材

ウェブウェブウェブウェブウェブフランジフランジフランジフランジフランジ

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

リブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレート

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による
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175175175175175
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300300300300300

350350350350350

400400400400400

6060606060

7070707070

8080808080

100100100100100

140140140140140

170170170170170

符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号 部　　　　材部　　　　材部　　　　材部　　　　材部　　　　材 PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径 lllll

３０°３０°３０°３０°３０°

Ｌ形鋼Ｌ形鋼Ｌ形鋼Ｌ形鋼Ｌ形鋼

PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6

50-20050-20050-20050-20050-200

鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱 鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱

N1N1N1N1N1 （片側）（片側）（片側）（片側）（片側）

N1N1N1N1N1 －径－径－径－径－径 －径－径－径－径－径N2N2N2N2N2

Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1

Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1

Wt1Wt1Wt1Wt1Wt1 Wt2Wt2Wt2Wt2Wt2

Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2

Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2

B1B1B1B1B1 B2B2B2B2B2

PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6PL-1.6

50-40050-40050-40050-40050-400

50-40050-40050-40050-40050-400

50-40050-40050-40050-40050-400

NNNNN

ス　タ　ッ　ド　材ス　タ　ッ　ド　材ス　タ　ッ　ド　材ス　タ　ッ　ド　材ス　タ　ッ　ド　材

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ軸径ｄ 頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ 頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ 溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ

φ１３ｍｍφ１３ｍｍφ１３ｍｍφ１３ｍｍφ１３ｍｍ

φ１６ｍｍφ１６ｍｍφ１６ｍｍφ１６ｍｍφ１６ｍｍ

φ１９ｍｍφ１９ｍｍφ１９ｍｍφ１９ｍｍφ１９ｍｍ

φ２２ｍｍφ２２ｍｍφ２２ｍｍφ２２ｍｍφ２２ｍｍ

110110110110110

M16M16M16M16M16

M20M20M20M20M20

M22M22M22M22M22

M24M24M24M24M24

呼び呼び呼び呼び呼び
ボルトボルトボルトボルトボルト

穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径 (1)(1)(1)(1)(1) (2)(2)(2)(2)(2) (3)(3)(3)(3)(3) の標準の標準の標準の標準の標準(2)(3)(2)(3)(2)(3)(2)(3)(2)(3)

ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）ピッチ（Ｐ）

標　準標　準標　準標　準標　準最　小最　小最　小最　小最　小

4040404040

5050505050

5555555555

6060606060

2828282828

3434343434

3838383838

4444444444

2222222222

2626262626

2828282828

3030303030

4040404040

4040404040

4040404040

4545454545

4040404040

5050505050

5555555555

6060606060

6060606060

6060606060

6060606060

7070707070

最　小　縁　端　距　離　（ｅ）最　小　縁　端　距　離　（ｅ）最　小　縁　端　距　離　（ｅ）最　小　縁　端　距　離　（ｅ）最　小　縁　端　距　離　（ｅ）

18.018.018.018.018.0

22.022.022.022.022.0

24.024.024.024.024.0

26.026.026.026.026.0

ボルト穴径、最小縁端距離ボルト穴径、最小縁端距離ボルト穴径、最小縁端距離ボルト穴径、最小縁端距離ボルト穴径、最小縁端距離 （ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）（ｍｍ）

［注］　（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］　（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］　（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］　（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］　（１）　引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　　（２）　せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　　　（３）　圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

TYPE-2TYPE-2TYPE-2TYPE-2TYPE-2

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

TYPE-1TYPE-1TYPE-1TYPE-1TYPE-1

フランジやウェブ厚に差のある場合フランジやウェブ厚に差のある場合フランジやウェブ厚に差のある場合フランジやウェブ厚に差のある場合フランジやウェブ厚に差のある場合

Ｂ１≦２５０Ｂ１≦２５０Ｂ１≦２５０Ｂ１≦２５０Ｂ１≦２５０ B1=300B1=300B1=300B1=300B1=300 B1=350(400)B1=350(400)B1=350(400)B1=350(400)B1=350(400)

ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）ねじの呼び（ｄ）

調整ねじの長さ　　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　　Ｓ

(2)(2)(2)(2)(2)

最　　　　大最　　　　大最　　　　大最　　　　大最　　　　大

最　　　　小最　　　　小最　　　　小最　　　　小最　　　　小

(1)(1)(1)(1)(1)

     l     l     l     l     l

取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径取付ボルト穴径

取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト取付ボルト

(2)(2)(2)(2)(2)

　　　（２）羽子板とがセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする　　　（２）羽子板とがセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする　　　（２）羽子板とがセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする　　　（２）羽子板とがセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする　　　（２）羽子板とがセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し，一面せん断（支圧）接合とする

軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１軸径ｄ１

     e3     e3     e3     e3     e3

　注　（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい　注　（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい　注　（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい　注　（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい　注　（１）ｅ１，ｅ２が確保されていれば形状は自由でよい

           R           R           R           R           R

許容差＋０．－０．５ｍｍ許容差＋０．－０．５ｍｍ許容差＋０．－０．５ｍｍ許容差＋０．－０．５ｍｍ許容差＋０．－０．５ｍｍ

ボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボルボルト端から取付ボル

ト穴心のあき（最小）ト穴心のあき（最小）ト穴心のあき（最小）ト穴心のあき（最小）ト穴心のあき（最小）

溶　接　長　さ（最小）溶　接　長　さ（最小）溶　接　長　さ（最小）溶　接　長　さ（最小）溶　接　長　さ（最小）

平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製平鋼製

切板製切板製切板製切板製切板製

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

（最小）（最小）（最小）（最小）（最小） e2e2e2e2e2(1)(1)(1)(1)(1)

板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

（最小）（最小）（最小）（最小）（最小） e2e2e2e2e2

板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ板　　厚　　　　ｔ

はしあき（最小）　　ｅ１はしあき（最小）　　ｅ１はしあき（最小）　　ｅ１はしあき（最小）　　ｅ１はしあき（最小）　　ｅ１

ＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又はＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又はＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又はＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又はＪＩＳ　Ｂ　１１８６　２種高力ボルト（Ｆ１０Ｔ）又は

ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９ＪＩＳ　Ｂ　１１８０　中８ｇ　１０．９

符　号符　号符　号符　号符　号 部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材

ウェブウェブウェブウェブウェブフランジフランジフランジフランジフランジ

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1) PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2) PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)
PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)PL-(1)

PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)PL-(3)

PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)PL-(2)

ＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプ

Ａタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用は

柱Ｄ＝２５０ｍｍ柱Ｄ＝２５０ｍｍ柱Ｄ＝２５０ｍｍ柱Ｄ＝２５０ｍｍ柱Ｄ＝２５０ｍｍ
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注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う注）　現場溶接は原則として超音波探傷試験を１００％行う ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ ＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプ

(a)(a)(a)(a)(a) 羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト

(b)(b)(b)(b)(b) 形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト 形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース形鋼ブレース

ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６ＦＢ－６５×９　中ボルトＭ１６

（ＪＩＳ規格品とする・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・１９８２）（ＪＩＳ規格品とする・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・１９８２）（ＪＩＳ規格品とする・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・１９８２）（ＪＩＳ規格品とする・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・１９８２）（ＪＩＳ規格品とする・・ＪＩＳＡ５５４０～５５４２・・１９８２）

（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）（床剛性を考慮する合成床、合成梁のときは構造図参照）

　　　　梁との溶接およびコネクター　　　　梁との溶接およびコネクター　　　　梁との溶接およびコネクター　　　　梁との溶接およびコネクター　　　　梁との溶接およびコネクター
１６φ＝＠２００１６φ＝＠２００１６φ＝＠２００１６φ＝＠２００１６φ＝＠２００

アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

　　　　受梁へのかかり寸法および端部処理　　　　受梁へのかかり寸法および端部処理　　　　受梁へのかかり寸法および端部処理　　　　受梁へのかかり寸法および端部処理　　　　受梁へのかかり寸法および端部処理

　　　　梁上通しの場合　　　　梁上通しの場合　　　　梁上通しの場合　　　　梁上通しの場合　　　　梁上通しの場合

　　　　梁上切断の場合　　　　梁上切断の場合　　　　梁上切断の場合　　　　梁上切断の場合　　　　梁上切断の場合

既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板）既製品面戸（鉄板） 折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工折曲加工

あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（非金属）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）あて板（鉄板）

補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材　　　スラブ端部の補足材　　　スラブ端部の補足材　　　スラブ端部の補足材　　　スラブ端部の補足材　　　スラブ端部の補足材

eeeee

　　　縦壁構法　　　縦壁構法　　　縦壁構法　　　縦壁構法　　　縦壁構法

　　　横壁構法　　　横壁構法　　　横壁構法　　　横壁構法　　　横壁構法

スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法スタッド材の標準形状・寸法

(JIS 1198)(JIS 1198)(JIS 1198)(JIS 1198)(JIS 1198)

（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）

（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）（ＳＣＳＳ―Ｈ９７による）

以下とする以下とする以下とする以下とする以下とする

（片側）（片側）（片側）（片側）（片側）

≧１ｍｍフィラープレート併用のこと≧１ｍｍフィラープレート併用のこと≧１ｍｍフィラープレート併用のこと≧１ｍｍフィラープレート併用のこと≧１ｍｍフィラープレート併用のこと
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50～40050～40050～40050～40050～400

300以下300以下300以下300以下300以下

600以下600以下600以下600以下600以下

□□□□□ 挿入筋構法挿入筋構法挿入筋構法挿入筋構法挿入筋構法 □□□□□ スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法

□□□□□ ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法 □□□□□ カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法カバープレート構法

ｅ≧35mmｅ≧35mmｅ≧35mmｅ≧35mmｅ≧35mm

Ｎ１－径Ｎ１－径Ｎ１－径Ｎ１－径Ｎ１－径 Ｎ２－径Ｎ２－径Ｎ２－径Ｎ２－径Ｎ２－径

別図小梁リスト参照別図小梁リスト参照別図小梁リスト参照別図小梁リスト参照別図小梁リスト参照

別図梁リスト参照別図梁リスト参照別図梁リスト参照別図梁リスト参照別図梁リスト参照

ＨＨＨＨＨ

Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ）Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ）Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ）Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ）Ａタイプ（φ≦0.1Ｈ）

ＨＨＨＨＨ

Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）Ｂタイプ（0.1Ｈ＜φ≦0.2Ｈ）

2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ

3φ3φ3φ3φ3φ
Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

φφφφφ Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）

ＨＨＨＨＨ

2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ

φφφφφ

Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）Ｄタイプ（0.28Ｈ＜φ≦0.4Ｈ）

Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

Ｃタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ）Ｃタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ）Ｃタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ）Ｃタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ）Ｃタイプ（0.2Ｈ＜φ≦0.28Ｈ）

2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ2φかつ100+φ

3φ3φ3φ3φ3φ φφφφφ

Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

又は同厚さ以上（片面）又は同厚さ以上（片面）又は同厚さ以上（片面）又は同厚さ以上（片面）又は同厚さ以上（片面）

φφφφφ

ＨＨＨＨＨ

2PL（設計図による）2PL（設計図による）2PL（設計図による）2PL（設計図による）2PL（設計図による）Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

45°以上45°以上45°以上45°以上45°以上
Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4

Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4Ｗ3orＷ4
≒30≒30≒30≒30≒30

Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ）Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ）Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ）Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ）Ｅタイプ（0.4Ｈ＜φ≦0.5Ｈ） ＦタイプＦタイプＦタイプＦタイプＦタイプ

PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面）PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面）

鋼管（t≧tw/2）鋼管（t≧tw/2）鋼管（t≧tw/2）鋼管（t≧tw/2）鋼管（t≧tw/2）

Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは鋼管スリーブを用いた場合の補強プレートは

Ｂタイプ　不要Ｂタイプ　不要Ｂタイプ　不要Ｂタイプ　不要Ｂタイプ　不要
Ｃタイプ　片面Ｃタイプ　片面Ｃタイプ　片面Ｃタイプ　片面Ｃタイプ　片面
Ｄタイプ　片面Ｄタイプ　片面Ｄタイプ　片面Ｄタイプ　片面Ｄタイプ　片面ＨＨＨＨＨ

3φ以上3φ以上3φ以上3φ以上3φ以上

Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1Ｗ1

１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は１．特記なき限り補強方法は上図によるが、孔径（φ）は
　　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。　　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。　　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。　　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。　　0.5Ｈ以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。
　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）　　（これを満足できない場合は設計者の指示による。）

３．貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL+補強PL）３．貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL+補強PL）３．貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL+補強PL）３．貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL+補強PL）３．貫通孔が多くある場合はWPLを厚くした（WPL+補強PL）
　　BHとする。　　BHとする。　　BHとする。　　BHとする。　　BHとする。

ＨＨＨＨＨ

H/4H/4H/4H/4H/4

H/4H/4H/4H/4H/4

継手継手継手継手継手 継手継手継手継手継手

ＬＬＬＬＬ

２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。２．貫通孔を設ける範囲は右図の　　　　部分を原則とする。
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2222211111 11111本　　　数本　　　数本　　　数本　　　数本　　　数

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

ハンチの起点は避けた方がよいハンチの起点は避けた方がよいハンチの起点は避けた方がよいハンチの起点は避けた方がよいハンチの起点は避けた方がよい

鉄筋９φ　ｌ＝１，０００鉄筋９φ　ｌ＝１，０００鉄筋９φ　ｌ＝１，０００鉄筋９φ　ｌ＝１，０００鉄筋９φ　ｌ＝１，０００

Ｌ－６５×６５×６以上Ｌ－６５×６５×６以上Ｌ－６５×６５×６以上Ｌ－６５×６５×６以上Ｌ－６５×６５×６以上

鉄筋9φｌ＝500鉄筋9φｌ＝500鉄筋9φｌ＝500鉄筋9φｌ＝500鉄筋9φｌ＝500

L-65×65×6以上L-65×65×6以上L-65×65×6以上L-65×65×6以上L-65×65×6以上

鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁

スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

受け金物 ア６受け金物 ア６受け金物 ア６受け金物 ア６受け金物 ア６

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

タテカベプレートア６タテカベプレートア６タテカベプレートア６タテカベプレートア６タテカベプレートア６

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材
鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁

フックボルト１２φフックボルト１２φフックボルト１２φフックボルト１２φフックボルト１２φ

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

フックボルト１２φフックボルト１２φフックボルト１２φフックボルト１２φフックボルト１２φ

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

カバープレートア２．３カバープレートア２．３カバープレートア２．３カバープレートア２．３カバープレートア２．３ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル
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100,130,150100,130,150100,130,150100,130,150100,130,150

mmmmmmmmmm mmmmmmmmmm mmmmmmmmmm
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注）　Ｂ＝２００～２５０のＮ２は２列並びとする注）　Ｂ＝２００～２５０のＮ２は２列並びとする注）　Ｂ＝２００～２５０のＮ２は２列並びとする注）　Ｂ＝２００～２５０のＮ２は２列並びとする注）　Ｂ＝２００～２５０のＮ２は２列並びとする
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Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名
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鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

NO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALE

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事 Ｓ － ０６Ｓ － ０６Ｓ － ０６Ｓ － ０６Ｓ － ０６

鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）鉄骨構造標準図（２）

構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋耐火仕様の配筋

開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案開口部補強案

アクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリー

［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］［ISO 9001認証取得］

焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接

施工順序施工順序施工順序施工順序施工順序 敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み敷　込　み

耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様耐　火　仕　様

【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】【単純支持合成スラブ】

【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】【連続支持合成スラブ】

検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査検　　　　査 (参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項(参考)ひび割れ拡大防止のための留意事項

スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋スラブの配筋

材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート材料／デッキプレート

ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材ＪＦＥ建材
株式会社株式会社株式会社株式会社株式会社

標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り標　　準　　納　　ま　　り

設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計設　　　　　　計
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工
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工
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工
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工

施
　
　
　
　
工

□1.6□1.6□1.6□1.6□1.6

ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　ＱＬデッキ　

□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５□ＱＬ９９-７５

デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向デッキプレート幅方向

デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向デッキプレートスパン方向

デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合デ ッ キ プ レ ー ト と 梁 と の 接 合

デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕デッキプレートと梁の納まり〔S梁〕

デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕デッキプレートと梁の納まり〔RC･SRC梁〕

材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート材料／コンクリート

材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋材料／溶接金網・異形鉄筋

接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合接　　　合

耐　　　火耐　　　火耐　　　火耐　　　火耐　　　火

特　　　記特　　　記特　　　記特　　　記特　　　記

■ＱＬ９９-５０■ＱＬ９９-５０■ＱＬ９９-５０■ＱＬ９９-５０■ＱＬ９９-５０
■1.2■1.2■1.2■1.2■1.2

□□□□□上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。上欄内の採用項目に ﾚ を記して下さい。

（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）

注2)注2)注2)注2)注2)

ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ＱＬ９９-５０ ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５ＱＬ９９-７５

（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要（注）接合に頭付きスタッドを用いる場合、焼抜き栓溶接は不要 大梁大梁大梁大梁大梁

大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上 大梁上大梁上大梁上大梁上大梁上

ＡwＡwＡwＡwＡw

１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００１.２　  　　　４,９００
板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)板厚　　 　　　　Ｑa (Ｎ)

焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接焼抜き栓溶接

フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング

13
.5

13
.5

13
.5

13
.5

13
.5

Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０）Ｗ（１００～２５０） ２５２５２５２５２５

クローサークローサークローサークローサークローサー
（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）（ＱＬデッキの小口ふさぎに用いる。）

□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]□ZAM(高耐食溶融めっき鋼板) [ □K27   □K35 ]

敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接敷込み仮止め溶接

墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し墨　出　し

１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド

（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格（４）溶接工の資格

（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領（５）手順・要領

注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。注１）スパンとは鉄骨梁の場合デッキプレートを支持する梁の中心間距離、鉄筋コンクリート梁の場合梁内法寸法をいう。
注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。注２）スパンが３.４ｍを超える場合は、合成スラブと梁とは頭付きスタッド（軸径１６ｍｍ以上、ピッチ３００ｍｍ以下）で結合する。

注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式注５）許容積載荷重Ｗ　算出式

注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。注３）鉄骨梁の場合、梁との接合は焼抜き栓溶接、打込み鋲、または頭付きスタッドを用いる。

コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３

耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３

３０３０３０３０３０ ３０３０３０３０３０

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリートまたは異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド
ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ

※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。※許容積載荷重は、床にかかる全荷重(仕上げ荷重も含む)から床荷重(デッキプレートとコンクリートの自重)を差し引いた値を示します。

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲

コンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さコンクリート厚さ

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

３０３０３０３０３０

５０５０５０５０５０

ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）ワイヤーメッシュ（φ６－１５０×１５０またはφ６－１００×１００）

普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート普通又は軽量コンクリート

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

１５０１５０１５０１５０１５０ ８５０８５０８５０８５０８５０

スパンスパンスパンスパンスパン スパンスパンスパンスパンスパン

端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ端部補強筋Ｄ１３、長さ１.０ｍ

または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）または異形鉄筋（Ｄ１０以上、＠２００以下）　（床全面敷設）

焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲
又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド又は頭付きスタッド

耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋  ：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火

床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火
FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113

FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101

FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113FP120FL-9113

FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101FP060FL-9101

床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火

床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火

FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107FP120FL-9107

FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095FP060FL-9095

床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火床、２時間耐火

床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火床、１時間耐火

２.７２.７２.７２.７２.７

　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）　：支持スパン（ｍ）

柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例柱廻りの補強例

大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例大梁上の補強例

[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点[2]施工上の留意点

[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点[1]設計上の留意点

Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

壁壁壁壁壁

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部Ｃ部

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部Ａ部

壁壁壁壁壁
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート クローサークローサークローサークローサークローサー

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査□事前検査

□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査□溶接後の外観検査

□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修□不良部の補修

Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。Ａ.Ｐ.Ｗの場合：重ね溶接して補修する。

【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】【そ　の　他】

Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。Ａ.Ｐ.Ｗ：試し溶接を行って溶接径を確認する。

1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測1) 検流計での計測

ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。ＳＰＷ　の場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを密着させて再溶接する。
　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。　　　　　　　　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。　　した時の溶接棒の消費長さが４５～５３mmであること。
　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接　　アーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０秒間溶接
2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用いて、

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無
3) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±33) 標準余盛り径　SPW；18mm以上　A.P.W；25mm±3

【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】【焼抜き栓溶接（ＳＰＷ）及び自動焼抜き栓溶接（Ａ.Ｐ.Ｗ）】

補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200補強筋D10@200

400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上

柱柱柱柱柱

400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上400mm以上ひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れ

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

ひび割れひび割れひび割れひび割れひび割れ

補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)補強筋(D13)

柱柱柱柱柱

ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部ｄ部

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０１０１０１０１０１０１０１０１０１０
フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋

ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

１０１０１０１０１０

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

ｂ部ｂ部ｂ部ｂ部ｂ部

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋
普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

３０３０３０３０３０３０３０３０３０３０耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋
ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁ＲＣ梁又はＳＲＣ梁

ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部  左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細 左図円部詳細

３０３０３０３０３０

釘釘釘釘釘

３０３０３０３０３０

梁型枠梁型枠梁型枠梁型枠梁型枠

釘釘釘釘釘

クローサークローサークローサークローサークローサー
釘釘釘釘釘

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

ａ部ａ部ａ部ａ部ａ部

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

３０３０３０３０３０

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁ＲＣ梁またはＳＲＣ梁

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

１５０１５０１５０１５０１５０
梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ梁にのみ込み３０ｍｍ

クローサークローサークローサークローサークローサー

ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部  柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面） 柱廻り（ａ－ａ断面）

柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠柱型枠

フラッシングフラッシングフラッシングフラッシングフラッシング

 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まり 柱廻り納まりｅ部ｅ部ｅ部ｅ部ｅ部

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅

梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅

ａａａａａ ａａａａａ

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み３０ｍｍのみ込み

１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上１０ｍｍ以上

Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下又は異形鉄筋Ｄ１０＠２００以下
溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部Ｂ部

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸梁耐火被覆用面戸

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部ｃ部

３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上３０ｍｍ以上

 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持 ブラケット支持

  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径  A)開口間隔≧３×開口径

開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０

B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径B)開口間隔＜３×開口径

開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３

開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０
耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず耐力補強筋 ２）に準ず

C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合C)開口が連続している場合

2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う2)又は3)に準じて補強を行う

仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口仮想開口

ＬＬＬＬＬ

ｗｗｗｗｗ

２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下２）ｗ:600mm以下  Ｌ:900mm程度以下

１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合１）開口がφ１５０程度の場合

開口部開口部開口部開口部開口部

ｗｗｗｗｗ
開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０

ｗｗｗｗｗ

≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ≧４０･Ｄ

ＬＬＬＬＬ

開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０開口補強筋Ｄ１０耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋

開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３開口補強筋Ｄ１３

小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強小梁補強

開口部開口部開口部開口部開口部

ｗｗｗｗｗ

ＬＬＬＬＬ

３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合３）ｗ＞600mmの場合

コンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜きコンクリート箱抜き
コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後コンクリート硬化後

ＭＭＭＭＭ
ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ａt＝ 耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋耐力補強筋

ｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊｆt･ｊ

ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方ａd又はａtの大きい方

Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部

コンクリートコンクリートコンクリートコンクリートコンクリート

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部Ｄ部  梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合 梁との間に隙間がある場合

焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部Ｆ部

（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断（フラッシング）現場切断

φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部Ｅ部

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆
クローサークローサークローサークローサークローサー

焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲

Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部Ｇ部

柱柱柱柱柱

梁梁梁梁梁
焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド焼抜き栓溶接、頭付きスタッド
又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲又は打込み鋲

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ横筋横筋横筋横筋横筋

Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1

φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上φ６-１５０×１５０は２００ｍｍ以上
φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上φ６-１００×１００は１５０ｍｍ以上

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下異形鉄筋Ｄ１０-＠２００以下

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

３
０

３
０

３
０

３
０

３
０

耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３

連続支持連続支持連続支持連続支持連続支持
合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ

１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上１５０ｍｍ以上

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３耐火補強筋Ｄ１３

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

コンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍコンクリートのかぶり４０ｍｍ

スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下スペーサー＠１.０ｍ以下

注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。注４）梁の耐火被覆  梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。

Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合Ａ）大梁小梁共にＳ造の場合 Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合Ｂ）大梁小梁共にＲＣ又はＳＲＣ造の場合

梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆梁耐火被覆

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋

耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋

１５０１５０１５０１５０１５０ １５０１５０１５０１５０１５０ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)ＱＬデッキ(単純支持)

ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)ＱＬデッキ(連続支持)

Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合Ｃ）大梁がＲＣ又はＳＲＣ造、小梁がＳ造の場合

１５０１５０１５０１５０１５０

８５０８５０８５０８５０８５０

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

Ｍ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメントＭ：開口によって生じる隣接スラブの増加曲げモーメント

ｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様でｎ：FP060FL-9101、FP120FL-9113の耐火仕様で
　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された　　要求されるＤ１３耐火補強筋が切断された
　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数　　場合の切断された耐火補強筋の本数

付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件付帯条件
 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。 連続支持合成スラブの場合、デッキプレートは２スパン以上にわたって連続的に小ばり等によって、ほぼ等間隔に支持されるものとする。

・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。・ＱＬデッキが単純支持となる場合、耐火補強筋を配筋する。配筋はＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事による。

　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。　Ｌ型に曲げて１５０ｍｍ以上を確保する。

溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上溶接金網の重ね代Ｌ1:1メッシュと５０ｍｍ以上

コンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍコンクリート表面よりのかぶり厚さが３０ｍｍ

      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。      直射日光が当たる屋上は、散水養生は必須。
    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。    4)打込み後初期には散水や養生シート等で湿潤養生を行う。
    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。    3)コンクリート打込み後１週間は載荷作業を行わない。歩行程度は可。
    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)    2)溶接金網の位置－かぶり厚さ30mm－を確保する。(補強筋は溶接金網より下に配筋する)

    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。    1)水セメント比を小さくする。

    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。    4)デッキプレートは各溝で梁に接合すること。

    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。    3)スパンとスラブ厚さの比を小さくし、配筋量を大きくする。

    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。    1)小梁の剛性を大きくする。
    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)    2)ひび割れ拡大防止のため補強筋を設ける。(右図補強例参照)

      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを      頭付きスタッド使用の場合にも、デッキプレート各溝全てを
      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。      アークスポット溶接するのが望ましい。

    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。    5)打込み後４～７日間はスラブに振動や荷重を加えないようにし、充分な養生期間を設ける。
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22222コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照
22222

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下

５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下５,４００N/m 以下

４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下４,４００N/m 以下 注2)注2)注2)注2)注2)

22222 注2)注2)注2)注2)注2)９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上

Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００

Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００Ｄ１０－＠２００

φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００
９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上

φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０

φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２２２２２ 22222

Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下Ｗ＝５,４００ｘ（　　　）　かつ９,８００ Ｎ/m　以下
２２２２２ 22222

JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。右の１～４の順に行う。

 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り 柱廻り

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

１５０１５０１５０１５０１５０

溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み溶接金網敷込み

３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接
２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲

「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。「ＱＬデッキ設計マニュアル」に基づいて決定する。
１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa１.５Ｑa

Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下Ａw ＝　　　　　　×１０００ｍｍ かつ６００ｍｍ 以下
ＱＱＱＱＱDDDDD

22222

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０
算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋溶接金網または異形鉄筋
梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着梁に定着

ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁ＳＲＣ梁

打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下打込み鋲 ＠６００以下

溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋
（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）（梁に定着）

アークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又はアークスポット溶接 又は

耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋耐火補強筋

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ

部部部部部
開口開口開口開口開口

端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋端部補強筋

耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３

溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網溶接金網

耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３耐火補強筋 Ｄ１３ ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ ５０５０５０５０５０

合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ合成スラブ
単純支持単純支持単純支持単純支持単純支持

耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）耐火補強筋ａd＝１.２７×(１＋ｎ／２)ｃｍ（単純支持）22222

耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ耐力補強筋ａt＝Ｍ／(ｆt×ｊ)ｃｍ22222

φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲焼抜き栓溶接又は打込み鋲

３.４３.４３.４３.４３.４

軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下

３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下３.０ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下３.６ｍ 以下

（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）（Ｄ１０－＠２００）
溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋溶接金網又は異形鉄筋

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照算出式 注５)Ａ 参照

算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照算出式 注５)Ｂ 参照

φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００φ６－１００x１００

φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０φ６－１５０x１５０

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート軽量コンクリート

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ ３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上

８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上８５ｍｍ 以上

８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上８０ｍｍ 以上

９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上９５ｍｍ 以上

９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上９０ｍｍ 以上

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０ＱＬ９９－５０

ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５ＱＬ９９－７５

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下２.７ｍ 以下

３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下３.４ｍ 以下

［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５［Ａ］ＱＬ９９－５０                                   ［Ｂ］ＱＬ９９－７５

デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理デッキプレート種類　　 　　　板厚(mm)                   表　面　処　理

注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装注１.デッキプレート　板厚１.２、１.６ｍｍ　表面条件：Ｚ１２、Ｚ２７、裏面塗装

見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、見なし、その開口部の大きさにより、
連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と連続する開口の開口群(仮想開口)と

１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０１５０  ８５０ ８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０８５０  １５０

スパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン

スパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパンスパン                      スパン

ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、ＱＬデッキが単純支持となる場合、 ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。ＱＬデッキは単純支持、耐火補強筋が必要。

クローサークローサークローサークローサークローサー

この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！この部分の小口は塞がない！

(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)(単純支持)

耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。耐火補強筋が必要。

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 1※ 1※ 1※ 1※ 1

※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2

※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2

※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2

※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁

Ｄ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍＤ１３、長さ１.０ｍ

(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)(連続支持)

ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。ＱＬデッキが連続支持となる場合、ＲＣ又はＳＲＣ造の大梁部側では端部補強筋を配筋する。

になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。になるようレベル保持し、全面に配筋する。

図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。図中※１は、梁に１、２または３時間の耐火性能が要求される場合のみ適用。　※２はＱＬデッキ耐火認定を適用する場合に必要。

※ 2※ 2※ 2※ 2※ 2

ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁ＲＣ梁、ＳＲＣ梁              鉄骨梁

端部加工端部加工端部加工端部加工端部加工

□無し□無し□無し□無し□無し

　２.ＣＯ　２.ＣＯ　２.ＣＯ　２.ＣＯ　２.ＣＯ22222ガス流量：２０㍑／分以上ガス流量：２０㍑／分以上ガス流量：２０㍑／分以上ガス流量：２０㍑／分以上ガス流量：２０㍑／分以上

小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）小梁上(リップ部分はメスリップ側を溶接）

（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）（ＱＬデッキ割付の幅調整に用いる。）

ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ

ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ ＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さＱＬデッキ高さ

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重耐 火 時 間     コンクリート種類  　 品　　　名　   支持スパン  コンクリート厚さ                            許容積載荷重

 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向 建物外回り ＱＬデッキスパン方向

 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向 内部大梁、小梁 ＱＬデッキスパン方向  建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向 建物外回り ＱＬデッキ幅方向

φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下
すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ

すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ
φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下φ４－１３　＠６００以下

ＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなしＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなしＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなしＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなしＱＬデッキ切断、柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなしＱＬデッキ柱廻り切り欠き柱へののみ込みなし

ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材ＱＬデッキ受け材

 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向 建物内部大梁 ＱＬデッキ幅方向

ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断ＱＬデッキを切断

コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等コンクリート止め 木材等

 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向１  外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２ 外周梁 ＱＬデッキスパン方向２

現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）現場切断（ＱＬデッキ）

ＱＬデッキ受材FB65×6等ＱＬデッキ受材FB65×6等ＱＬデッキ受材FB65×6等ＱＬデッキ受材FB65×6等ＱＬデッキ受材FB65×6等
(APWの場合 FB65×9等)(APWの場合 FB65×9等)(APWの場合 FB65×9等)(APWの場合 FB65×9等)(APWの場合 FB65×9等)

 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向 梁継手部 ＱＬデッキスパン方向  梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向 梁継手部 ＱＬデッキ幅方向

すみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじすみ肉溶接又はドリルねじ

 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合 ＱＬデッキを連続にした場合

 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 ＱＬデッキを突き合わせた場合 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向 外周梁 ＱＬデッキ幅方向

 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合

・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、・耐火補強筋、端部補強筋共、梁へ１５０ｍｍ以上定着させる。梁上で定着が１５０ｍｍとれない場合は、
・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。・耐火補強筋・端部補強筋が必要な場合、ＱＬデッキの各溝中央部にかぶり４０ｍｍで配筋する。

QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合QLデッキと梁との接合

(1)QLデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)QLデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)QLデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)QLデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況(1)QLデッキ相互の嵌合状況　　(2)溶接金網の敷込み状況　　(3)開口部の補強状況

QLデッキ受材QLデッキ受材QLデッキ受材QLデッキ受材QLデッキ受材

柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き柱廻りＱＬデッキ切欠き

すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接すみ肉溶接
又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ又はドリルねじ

QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部QLデッキ端部  小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ 小口塞ぎ

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）ＱＬデッキ（めっきまたは防錆処理）

      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)      (コンクリート厚さをＱＬデッキ山上から 80～90ｍｍと厚くする。)

□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]□亜鉛めっき     　　　　   [ □Z12　 □Z27 ]

 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。 　　ように敷込む。

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、 　　デッキプレート幅方向のかかり代は、
 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　５０ｍｍ以上あることを確認する。

 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。 １）デッキプレートは梁型枠に釘止めする。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合鉄骨梁の場合

ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合ＲＣ梁またはＳＲＣ梁の場合

ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、ＱＬデッキ合成スラブの設計・施工は、(社)日本建築学会「各種合成構造設計指針・同解説」「鉄骨工事技術指針」「建築工事標準仕様書・同解説 JASS5鉄筋コンクリート工事及びJASS6鉄骨工事」、

(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。(社)日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準-2004」、合成スラブ工業会「合成スラブの設計・施工マニュアル」、ＱＬデッキ設計マニュアル・同施工マニュアルによる。

　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）　　（頭付きスタッドの場合は３０ｍｍ以上）

 ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり ３）デッキプレート長手方向の大梁のかかり
 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。 　　代は、５０ｍｍ以上あることを確認する。

 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代 ２）デッキプレートの梁型枠へののみ込み代
 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０ 　　が幅方向１０ｍｍ以上、長手方向が３０
 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡ 　　ｍｍあることを確認する｡

 ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る ２）各大梁上にデッキプレートの溝部が乗る

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ
ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。ＳＰＷ：適正な溶接を行うため下記1)または2)の方法で電流値をチェックする。

２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲２）打込み鋲 ３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接３）焼抜き栓溶接

梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上梁フランジ板厚：６mm以上
溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)溶 接 電 流　 ：１９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機（１）溶接機

（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒（２）溶接棒

交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒でJIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒で
棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの棒径４mmφのもの

（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件（３）標準溶接条件 QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚QLデッキ板厚

１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ１.２ｍｍ

１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ１.６ｍｍ

梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚梁フランジ板厚 電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ）電流（Ａ） 電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ）電圧（Ｖ） アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）アークタイム（秒）
３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち３.０～４.０×１度打ち

３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち３.０～４.０×２度打ち

３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち３.５～４.５×１度打ち

４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち４.０～４.５×２度打ち

３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０

３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０

３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０

３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０３００～３２０

３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５

３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５３３～３５

３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６

３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６３４～３６

６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上

６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満６～９ｍｍ未満

９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上９ｍｍ以上

アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接アーク手溶接 自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］自動焼抜き栓溶接［Ａ.Ｐ.Ｗ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］焼抜き栓溶接［ＳＰＷ］ ＣＯＣＯＣＯＣＯＣＯ22222アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接

発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ発電機の場合　　３５ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ
（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ（１）一次側電源の必要容量：仮設電力の場合　１８ＫＶＡ以上　３相　２００Ｖ

（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ（２）ワイヤの種類と直径　：ＹＧＷ　１１、１２　φ１.２ｍｍ
（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表（３）標準溶接条件：下表

４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形４     整　　形

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。
溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き

なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。なぞるように円中央へ２～３回転しながら運棒。
溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を溶接棒を梁上まで押し込み、焼抜きの内側を

１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生１    アーク発生

３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着３  押し込み・溶着

工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領工　　程                 手　　順　・　要　　領

QLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をQLデッキを梁になじませ(隙間２mm以下)溶接棒を
QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。QLデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、
２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き２  QLデッキ焼抜き

１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド１）頭付きスタッド
　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。　　施工は、JASS6「鉄骨工事」による。
　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。　　デッキプレートと梁とはアークスポット溶接等で接合する。

　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。　　施工は打込み鋲製造業者の施工要領による。 　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の　　国土交通省告示第３２６号(平成14年4月16日制定)及び国土交通省告示第６０６号(平成19年6月20日改正)の
　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　第２接合ハ(4)焼抜き栓溶接に基づく下記仕様による。（梁フランジの表面処理条件；黒皮または一般錆止め塗装）　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。　　施工の仕様等については別途製造業者へご確認下さい。

径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。径10mm弱で"の"の字を描いてQLデッキを焼抜く。

５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上

５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上

200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下200ｍｍ以下

５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上５０ｍｍ以上

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 及び 大梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁、小梁：鉄骨(S)梁

支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）支  持  梁  ：鉄骨(S)梁 　         コンクリート：設計基準強度１８Ｎ/mm 以上の普通コンクリート、及び、軽量コンクリート（１種･２種）22222

支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート支　持　梁：鉄筋コンクリート(RC)梁又は鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁の場合　　 コンクリート：設計基準強度18N/mm 以上の普通コンクリート
耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）耐火補強筋：Ｄ１３（デッキプレート各溝＠３００）

22222

Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁

Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁Ｓ梁

Ｂ・Ｈ部Ｂ・Ｈ部Ｂ・Ｈ部Ｂ・Ｈ部Ｂ・Ｈ部  ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合 ＱＬデッキを離した場合

ＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキＱＬデッキ
クローサークローサークローサークローサークローサー

耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照耐火認定適用の場合は「耐火仕様の配筋」参照

４
０

４
０

４
０

４
０

４
０

２
８

２
８

２
８

２
８

２
８

１８５１８５１８５１８５１８５

ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具ハンガー金具
（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）（ＱＬデッキ下溝を利用する天井インサート用金具。）

　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株)　 　　日本ヒルティ(株)、　ＪＰＦ(株) 　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。　　合成スラブ工業会主催の「焼抜き栓溶接講習会」の受講が望ましい。

       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下       ［例］単位水量　175リットル/ｍ 以下
     　　　  ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm     　　　  ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm     　　　  ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm     　　　  ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm     　　　  ベースコンクリートスランプ　10cm 　スランプ 15cm
　　　       高性能ＡＥ減水剤　　　       高性能ＡＥ減水剤　　　       高性能ＡＥ減水剤　　　       高性能ＡＥ減水剤　　　       高性能ＡＥ減水剤

33333

異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による異形鉄筋の重ね代Ｌ2：JASS 5による

※ 3※ 3※ 3※ 3※ 3
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大
梁

大
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大
梁

ＤＤＤＤＤ
柱柱柱柱柱

ｄｄｄｄｄ
ＥＥＥＥＥ

ＧＧＧＧＧ

ＦＦＦＦＦ

開口部開口部開口部開口部開口部
１スパン１スパン１スパン１スパン１スパン

１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン１スパン           １スパン            １スパン           １スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン２スパン                               ２スパン

２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン２スパン                     １スパン

ｅｅｅｅｅ

鉄骨(S)梁鉄骨(S)梁鉄骨(S)梁鉄骨(S)梁鉄骨(S)梁 鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁鉄筋コンクリート(RC)梁･鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)梁

 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 □ 異 形 鉄 筋 　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）　□Ｄ１０-＠２００　　　□（　　　　　　　　）

 ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１ ＪＩＳ Ｇ ３５５１

 ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７ ＪＩＳ Ｇ ３１１２、３１１７

 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類 種  　　　     類

ｍｍｍｍｍｍｍｍｍｍ

22222 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度 設 計 基 準 強 度

□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他□そ　　の　　他

 □指定なし □指定なし □指定なし □指定なし □指定なし

単　純　支　持単　純　支　持単　純　支　持単　純　支　持単　純　支　持

そ　　の　　他そ　　の　　他そ　　の　　他そ　　の　　他そ　　の　　他

 □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３ □ＦＰ０６０ＦＬ－９１０１            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１１３

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

 □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　） □（　　　　　　　　　　　　　　　　）□（　　　　　　　　　　　　　　　　）

（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）（ □１種　　□２種 ）

１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間１　時　間　　　　　　　　　　　　　　２　時　間

連　続　支　持連　続　支　持連　続　支　持連　続　支　持連　続　支　持

　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　　ＪＩＳ Ｇ ３３５２に定めるＳＤＰ１Ｔ、ＳＤＰ２、ＳＤＰ２Ｇ　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　 　材　　質　　

 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上) 厚さ(QLデッキ山上)

□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による□打込み鋲      　 接合箇所は特記による

各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による各長さ・ピッチは特記による　JIS B 1198　JIS B 1198　JIS B 1198　JIS B 1198　JIS B 1198□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２□頭付きスタッド             □φ１３　□φ１６　□φ１９　□φ２２

 支 保 工 有 無 支 保 工 有 無 支 保 工 有 無 支 保 工 有 無 支 保 工 有 無

Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）Ｑa：焼抜き栓溶接１個当たりの長期許容せん断力（Ｎ）
Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)Ｑ ：設計最大せん断力(Ｎ/m)
Ａw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチＡw：焼抜き栓溶接ピッチ

DDDDD

１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)１.６　７,３５０(SPW)、６,８６０(A.P.W)

　　　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）　　　　※３ 溶接方法等は別途検討が必要。（合成スラブ工業会Ｑ＆Ａ参照）

例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上例）Fc18 SD295の場合、４５Ｄ以上

検　　査検　　査検　　査検　　査検　　査

コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設コンクリート打設

その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。その他の納まり・参考例等については、ＱＬデッキ施工マニュアルまたは別途『納まり図』(技術資料CADデータ収録)を参照下さい。

□２０１４／７／２８／Ａ２－ＪＷＷ／Ａ□□２０１４／７／２８／Ａ２－ＪＷＷ／Ａ□□２０１４／７／２８／Ａ２－ＪＷＷ／Ａ□□２０１４／７／２８／Ａ２－ＪＷＷ／Ａ□□２０１４／７／２８／Ａ２－ＪＷＷ／Ａ□

 ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート ■普通コンクリート　　　　　□軽量コンクリート

 □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　） □６０　□７０　■８０　□８５　□９０　□９５　□１００　□（　　　）

■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００■φ６-１５０×１５０　□φ６-１００×１００ ■ 溶 接 金 網 ■ 溶 接 金 網 ■ 溶 接 金 網 ■ 溶 接 金 網 ■ 溶 接 金 網

■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による■焼抜き栓溶接     下記焼抜き栓溶接の項による

 ■ 無    □ 有 ■ 無    □ 有 ■ 無    □ 有 ■ 無    □ 有 ■ 無    □ 有
 その他：支保工の有無については監理者の指示により決定することとする。 その他：支保工の有無については監理者の指示により決定することとする。 その他：支保工の有無については監理者の指示により決定することとする。 その他：支保工の有無については監理者の指示により決定することとする。 その他：支保工の有無については監理者の指示により決定することとする。

Ａw ＝（　６００　）mmＡw ＝（　６００　）mmＡw ＝（　６００　）mmＡw ＝（　６００　）mmＡw ＝（　６００　）mm

 ■１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ ■１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ ■１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ ■１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ ■１８　　　　　□２１　　　　　□（　　　）Ｎ／ｍｍ

□監理者の指示により決定する□監理者の指示により決定する□監理者の指示により決定する□監理者の指示により決定する□監理者の指示により決定する

■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)■裏面防錆処理(一次塗装) ＱＬプライマー(P)

 ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７ ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７ ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７ ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７ ■ＦＰ０６０ＦＬ－９０９５            □ＦＰ１２０ＦＬ－９１０７

■ｴﾝｸﾛ有り■ｴﾝｸﾛ有り■ｴﾝｸﾛ有り■ｴﾝｸﾛ有り■ｴﾝｸﾛ有り

樺樺樺樺樺
元元元元元

樺樺樺樺樺
元元元元元

田田田田田
島島島島島

田田田田田
島島島島島

U NU NU NU NU N
A R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R E

C O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O N
D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   

U  U  U  U  U  
J J J J J 
U  U  U  U  U  
N  N  N  N  N  

Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名

製

図

製

図

製

図

製

図

製

図

構

造

構

造

構

造

構

造

構

造

担

当

担

当

担

当

担

当

担

当

設

計

設

計

設

計

設

計

設

計

鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

NO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALE

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事 Ｓ － ０７Ｓ － ０７Ｓ － ０７Ｓ － ０７Ｓ － ０７

ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準ＱＬデッキ合成スラブ設計・施工標準

構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ

砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル

ＢＰ(№３)ＢＰ(№３)ＢＰ(№３)ＢＰ(№３)ＢＰ(№３)
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樺樺樺樺樺
元元元元元

樺樺樺樺樺
元元元元元

田田田田田
島島島島島

田田田田田
島島島島島

U NU NU NU NU N
A R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R E

C O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O N
D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   

U  U  U  U  U  
J J J J J 
U  U  U  U  U  
N  N  N  N  N  

Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名

製

図

製

図

製

図

製

図

製

図

構

造

構

造

構

造

構

造

構

造

担

当

担

当

担

当

担

当

担

当

設

計

設

計

設

計

設

計

設

計

鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

NO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALE

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事 Ｓ － ０８Ｓ － ０８Ｓ － ０８Ｓ － ０８Ｓ － ０８

ボーリング柱状図ボーリング柱状図ボーリング柱状図ボーリング柱状図ボーリング柱状図

構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



全国アクパド工法協会全国アクパド工法協会全国アクパド工法協会全国アクパド工法協会全国アクパド工法協会

建築技術性能証明　ＧＢＲＣ第１１－０７号改２　『アクパド工法Ⅱ（湿式施工）・（同等品）』特記仕様書建築技術性能証明　ＧＢＲＣ第１１－０７号改２　『アクパド工法Ⅱ（湿式施工）・（同等品）』特記仕様書建築技術性能証明　ＧＢＲＣ第１１－０７号改２　『アクパド工法Ⅱ（湿式施工）・（同等品）』特記仕様書建築技術性能証明　ＧＢＲＣ第１１－０７号改２　『アクパド工法Ⅱ（湿式施工）・（同等品）』特記仕様書建築技術性能証明　ＧＢＲＣ第１１－０７号改２　『アクパド工法Ⅱ（湿式施工）・（同等品）』特記仕様書

R8国分北小学校渡り廊下B改築工事（渡り廊下Ｂ）R8国分北小学校渡り廊下B改築工事（渡り廊下Ｂ）R8国分北小学校渡り廊下B改築工事（渡り廊下Ｂ）R8国分北小学校渡り廊下B改築工事（渡り廊下Ｂ）R8国分北小学校渡り廊下B改築工事（渡り廊下Ｂ）

１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要１.工法概要

２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様２.特記仕様

３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定３.改良深度及びパイル配置の決定

　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、　　　本工法の長期許容支持力度は、スウェーデン式サウンディング試験（以下ＳＷＳ試験と称する）又は、

　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを　　標準貫入試験によって得られたＮ値、Ｎ値を用いて計算された粘着力㎝、内部摩擦角Φmを

　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、　　日本建築学会による支持力式「建築基礎構造設計指針P.105」に準じた式に代入して算定するが、

　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。　　それにより得られた計算結果に基づき砕石パイルの改良深さ及び配置間隔を決定する。

４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書４.施工計画書

　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。　　　本工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書には次の事項を明記する。

　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械　　　　（1）工事概要　　　（2）工事内容　　　（3）予定工程表　　　（4）施工機械

　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策　　　　（5）使用材料　　　（6）施工方法　　　（7）施工管理　　　（8）安全対策

　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制　　　　（9）安全管理体制

５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法５.施工方法

　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。　　　（1）砕石の締固めは加圧締固めとする。

　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。　　　（3）概略施工手順は下記の通りとする。

　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。　　　　　1.パイルの中心位置に、オーガーの中心を合わせて機械をセットする。

　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。　　　　　3.所定の深度に達したらベルコンを介し砕石を投入し、締固めを開始する。

　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。　　　　　4.投入締固めを継続的に行う。

　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）　　　　　5.仕上高は現況ＧＬまでとする。（ＧＬ設定は不要）

６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理６.施工管理

　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。　　（1）パイルの鉛直度　　　改良機本体のロッドを傾斜計（マグネット式水平器）で計測する。

　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（2）掘削深度　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（3）砕石投入量　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。　　（4）押込み力　　　　　　改良機装着の施工管理計測装置で計測し記録する。

７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験７.支持力確認試験

　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に　　　本工法は原地盤と砕石パイルとの複合地盤を構築する工法であるので、施工後に

　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。　　杭間の長期許容支持力度を表面波探査法により確認する。

　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を　　　尚、表面波探査法は（財）先端建設技術センターの技術審査証明（技審証第1305号）を

　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。　　　（3）品質不良箇所の処置　　品質に不良があった場合は、監理者と協議し適切な処置を行う。

　　　（1）合格判定値　　　　　　設計長期許容支持力度以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　設計長期許容支持力度以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　設計長期許容支持力度以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　設計長期許容支持力度以上をもって合格とする。　　　（1）合格判定値　　　　　　設計長期許容支持力度以上をもって合格とする。

８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書８.施工報告書

　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。　　　工事完了後、次の事項について報告書を作成し監督員に提出する。

　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果　　　（1）出来形平面図（施工番号・試験箇所・写真管理箇所）　（2）支持力確認試験結果

　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量　　　（3）施工年月日　（4）パイル径　（5）掘削深度　（6）砕石投入量

　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真　　　（7）押込み力　（8）施工状況写真

　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を　　　本工法はロッド先端部から圧縮空気および圧力噴射水を吐出させながら螺旋状の回転翼を

　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた　　軟弱地盤に圧入回転させて掘削し、この掘削孔に砕石を充填圧入することで締固められた

　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。　　砕石柱状体を築造し、この柱状体と原地盤の支持力を複合させて利用する地盤補強工法である。

　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。　　　（2）砕石の1回当たりの投入量は掘削孔内10㎝～15㎝とする。

　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、水と空気を噴射しながら掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、水と空気を噴射しながら掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、水と空気を噴射しながら掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、水と空気を噴射しながら掘削を開始する。　　　　　2.セットが完了したらオーガーを回転させ、水と空気を噴射しながら掘削を開始する。

　　　（2）確認試験箇所　　　　　１工事当り改良後の杭間代表箇所５箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　１工事当り改良後の杭間代表箇所５箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　１工事当り改良後の杭間代表箇所５箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　１工事当り改良後の杭間代表箇所５箇所とする。　　　（2）確認試験箇所　　　　　１工事当り改良後の杭間代表箇所５箇所とする。

　　　（6）使用する砕石はJIS A5001 道路用単粒度砕石C-40、C-30、C-20を、容積比1：1：1で混合したものとする。　　　（6）使用する砕石はJIS A5001 道路用単粒度砕石C-40、C-30、C-20を、容積比1：1：1で混合したものとする。　　　（6）使用する砕石はJIS A5001 道路用単粒度砕石C-40、C-30、C-20を、容積比1：1：1で混合したものとする。　　　（6）使用する砕石はJIS A5001 道路用単粒度砕石C-40、C-30、C-20を、容積比1：1：1で混合したものとする。　　　（6）使用する砕石はJIS A5001 道路用単粒度砕石C-40、C-30、C-20を、容積比1：1：1で混合したものとする。

　　取得している第三者検査機関に委託して行う。　　取得している第三者検査機関に委託して行う。　　取得している第三者検査機関に委託して行う。　　取得している第三者検査機関に委託して行う。　　取得している第三者検査機関に委託して行う。

　　　（4）設計接地圧：qa=50kN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50kN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50kN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50kN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）　　　（4）設計接地圧：qa=50kN/㎡　（5）改良後の支持力確認試験（表面波探査試験）

　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度　Ｌ=6.20m　（3）本数：55本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度　Ｌ=6.20m　（3）本数：55本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度　Ｌ=6.20m　（3）本数：55本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度　Ｌ=6.20m　（3）本数：55本　　　（1）オーガー径　Φ400㎜　（2）掘削深度　Ｌ=6.20m　（3）本数：55本

樺樺樺樺樺
元元元元元

樺樺樺樺樺
元元元元元

田田田田田
島島島島島

田田田田田
島島島島島
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Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名

製

図

製

図

製

図

製

図

製

図

構

造

構

造

構

造

構

造

構

造

担

当

担

当

担

当

担

当

担

当

設

計

設

計

設

計

設

計

設

計

鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

NO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALENO.SCALE

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

Ｓ － ０９Ｓ － ０９Ｓ － ０９Ｓ － ０９Ｓ － ０９

砕石パイル特記仕様書砕石パイル特記仕様書砕石パイル特記仕様書砕石パイル特記仕様書砕石パイル特記仕様書

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事
構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



ＹＹＹＹＹ

ＸＸＸＸＸ

柱方向柱方向柱方向柱方向柱方向

滞留層滞留層滞留層滞留層滞留層

砕石パイル　φ400砕石パイル　φ400砕石パイル　φ400砕石パイル　φ400砕石パイル　φ400

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

　　なお、土間天端は意匠図参考の上、施工図による　　なお、土間天端は意匠図参考の上、施工図による　　なお、土間天端は意匠図参考の上、施工図による　　なお、土間天端は意匠図参考の上、施工図による　　なお、土間天端は意匠図参考の上、施工図による

５）柱脚は露出柱脚在来工法とする５）柱脚は露出柱脚在来工法とする５）柱脚は露出柱脚在来工法とする５）柱脚は露出柱脚在来工法とする５）柱脚は露出柱脚在来工法とする

１）基礎底は設計GL-1100㎜とする１）基礎底は設計GL-1100㎜とする１）基礎底は設計GL-1100㎜とする１）基礎底は設計GL-1100㎜とする１）基礎底は設計GL-1100㎜とする

２）地中梁天端は設計GL-300㎜とする２）地中梁天端は設計GL-300㎜とする２）地中梁天端は設計GL-300㎜とする２）地中梁天端は設計GL-300㎜とする２）地中梁天端は設計GL-300㎜とする

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

１）大梁継手位置は軸組図参照とする１）大梁継手位置は軸組図参照とする１）大梁継手位置は軸組図参照とする１）大梁継手位置は軸組図参照とする１）大梁継手位置は軸組図参照とする

２）小梁芯位置は意匠図参照の上施工図による２）小梁芯位置は意匠図参照の上施工図による２）小梁芯位置は意匠図参照の上施工図による２）小梁芯位置は意匠図参照の上施工図による２）小梁芯位置は意匠図参照の上施工図による

４）    　　印は土間コンクリートを示し、t=150㎜とする４）    　　印は土間コンクリートを示し、t=150㎜とする４）    　　印は土間コンクリートを示し、t=150㎜とする４）    　　印は土間コンクリートを示し、t=150㎜とする４）    　　印は土間コンクリートを示し、t=150㎜とする

３）    　　印は土間コンクリートを示し、t=120㎜とする３）    　　印は土間コンクリートを示し、t=120㎜とする３）    　　印は土間コンクリートを示し、t=120㎜とする３）    　　印は土間コンクリートを示し、t=120㎜とする３）    　　印は土間コンクリートを示し、t=120㎜とする ３）    　　印はコンクリート増打ち 0～19mmを示す３）    　　印はコンクリート増打ち 0～19mmを示す３）    　　印はコンクリート増打ち 0～19mmを示す３）    　　印はコンクリート増打ち 0～19mmを示す３）    　　印はコンクリート増打ち 0～19mmを示す

４）    　　印はコンクリート増打ち 19mmを示す４）    　　印はコンクリート増打ち 19mmを示す４）    　　印はコンクリート増打ち 19mmを示す４）    　　印はコンクリート増打ち 19mmを示す４）    　　印はコンクリート増打ち 19mmを示す
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設計GL設計GL設計GL設計GL設計GL

長期許容鉛直支持力度長期許容鉛直支持力度長期許容鉛直支持力度長期許容鉛直支持力度長期許容鉛直支持力度

基礎仕様基礎仕様基礎仕様基礎仕様基礎仕様 ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎

パイル径パイル径パイル径パイル径パイル径 φ４００φ４００φ４００φ４００φ４００

パイル施工長パイル施工長パイル施工長パイル施工長パイル施工長

本数本数本数本数本数

砕石の種類砕石の種類砕石の種類砕石の種類砕石の種類 Ｓ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０を
１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの

砕石パイル（ アクパド工法Ⅱ・ 湿式施工） ・ （ 同等品）砕石パイル（ アクパド工法Ⅱ・ 湿式施工） ・ （ 同等品）砕石パイル（ アクパド工法Ⅱ・ 湿式施工） ・ （ 同等品）砕石パイル（ アクパド工法Ⅱ・ 湿式施工） ・ （ 同等品）砕石パイル（ アクパド工法Ⅱ・ 湿式施工） ・ （ 同等品）

５５本５５本５５本５５本５５本

ｑ ａ ＝５０ kN/㎡ｑ ａ ＝５０ kN/㎡ｑ ａ ＝５０ kN/㎡ｑ ａ ＝５０ kN/㎡ｑ ａ ＝５０ kN/㎡

天然砕石Ｓ－４０天然砕石Ｓ－４０天然砕石Ｓ－４０天然砕石Ｓ－４０天然砕石Ｓ－４０
締固めは15㎝ごとに行う締固めは15㎝ごとに行う締固めは15㎝ごとに行う締固めは15㎝ごとに行う締固めは15㎝ごとに行う

Ｓ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０をＳ－４０、 Ｓ－３０、 Ｓ－２０を
１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの１： １： １で混合したもの

５． ０５ｍ（ 設計ＧＬ －６． ２０ｍ）５． ０５ｍ（ 設計ＧＬ －６． ２０ｍ）５． ０５ｍ（ 設計ＧＬ －６． ２０ｍ）５． ０５ｍ（ 設計ＧＬ －６． ２０ｍ）５． ０５ｍ（ 設計ＧＬ －６． ２０ｍ）

設計ＧＬ －６． ２０ｍ設計ＧＬ －６． ２０ｍ設計ＧＬ －６． ２０ｍ設計ＧＬ －６． ２０ｍ設計ＧＬ －６． ２０ｍ

既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物 既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物 既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物 既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物

既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物 既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物 既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物 既存建物既存建物既存建物既存建物既存建物

EXP.JEXP.JEXP.JEXP.JEXP.J
クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上

EXP.JEXP.JEXP.JEXP.JEXP.J
クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上

クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上
EXP.JEXP.JEXP.JEXP.JEXP.J

EXP.JEXP.JEXP.JEXP.JEXP.J
クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上クリアランス100㎜以上

デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分

デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分デッキプレートはね出し部分

L=350㎜L=350㎜L=350㎜L=350㎜L=350㎜

L=320㎜L=320㎜L=320㎜L=320㎜L=320㎜

コンクリート増打ち 0～19mmコンクリート増打ち 0～19mmコンクリート増打ち 0～19mmコンクリート増打ち 0～19mmコンクリート増打ち 0～19mm

コンクリート増打ち 19mmコンクリート増打ち 19mmコンクリート増打ち 19mmコンクリート増打ち 19mmコンクリート増打ち 19mm
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砕石パイル概要砕石パイル概要砕石パイル概要砕石パイル概要砕石パイル概要

建物内部配筋方向キープラン　NO SCALE建物内部配筋方向キープラン　NO SCALE建物内部配筋方向キープラン　NO SCALE建物内部配筋方向キープラン　NO SCALE建物内部配筋方向キープラン　NO SCALE

主筋方向　　(D13＠200W)主筋方向　　(D13＠200W)主筋方向　　(D13＠200W)主筋方向　　(D13＠200W)主筋方向　　(D13＠200W)

配力筋方向　　(D13＠250W)配力筋方向　　(D13＠250W)配力筋方向　　(D13＠250W)配力筋方向　　(D13＠250W)配力筋方向　　(D13＠250W)
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Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709
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鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事 Ｓ － １０Ｓ － １０Ｓ － １０Ｓ － １０Ｓ － １０

渡り廊下Ｂ　地盤改良伏図，基礎伏図，２階梁床伏図，Ｒ階梁床伏図渡り廊下Ｂ　地盤改良伏図，基礎伏図，２階梁床伏図，Ｒ階梁床伏図渡り廊下Ｂ　地盤改良伏図，基礎伏図，２階梁床伏図，Ｒ階梁床伏図渡り廊下Ｂ　地盤改良伏図，基礎伏図，２階梁床伏図，Ｒ階梁床伏図渡り廊下Ｂ　地盤改良伏図，基礎伏図，２階梁床伏図，Ｒ階梁床伏図
A1 :A1 :A1 :A1 :A1 :

A3 :A3 :A3 :A3 :A3 :

1/1001/1001/1001/1001/100

1/2001/2001/2001/2001/200

構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号
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上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

位置位置位置位置位置
短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向短辺方向 （主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）（主筋方向）

中央中央中央中央中央 中央中央中央中央中央

モチアミ配筋モチアミ配筋モチアミ配筋モチアミ配筋モチアミ配筋

備考備考備考備考備考
（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）（配力筋方向）長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向長辺方向

300300300300300
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位　置位　置位　置位　置位　置

符　号符　号符　号符　号符　号

断面寸法断面寸法断面寸法断面寸法断面寸法

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋あばら筋
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断　面断　面断　面断　面断　面

全断面全断面全断面全断面全断面

ＦＧ１ＦＧ１ＦＧ１ＦＧ１ＦＧ１

ＦＣＦＣＦＣＦＣＦＣＳＳＳＳＳ ＦＣＦＣＦＣＦＣＦＣＳＳＳＳＳ１１１１１

-D13@200-D13@200-D13@200-D13@200-D13@200

4-D134-D134-D134-D134-D13

350 x 800350 x 800350 x 800350 x 800350 x 800

（スラブ受筋）（スラブ受筋）（スラブ受筋）（スラブ受筋）（スラブ受筋）

Ｘ，Ｙ方向の梁交差部については、上方向から見て、Ｘ，Ｙ方向の梁交差部については、上方向から見て、Ｘ，Ｙ方向の梁交差部については、上方向から見て、Ｘ，Ｙ方向の梁交差部については、上方向から見て、Ｘ，Ｙ方向の梁交差部については、上方向から見て、
Ｘ方向：上端筋＝下，下端筋＝上Ｘ方向：上端筋＝下，下端筋＝上Ｘ方向：上端筋＝下，下端筋＝上Ｘ方向：上端筋＝下，下端筋＝上Ｘ方向：上端筋＝下，下端筋＝上
Ｙ方向：上端筋＝上，下端筋＝下Ｙ方向：上端筋＝上，下端筋＝下Ｙ方向：上端筋＝上，下端筋＝下Ｙ方向：上端筋＝上，下端筋＝下Ｙ方向：上端筋＝上，下端筋＝下
※下端筋については梁せいが同じ場合、上記の通りとする※下端筋については梁せいが同じ場合、上記の通りとする※下端筋については梁せいが同じ場合、上記の通りとする※下端筋については梁せいが同じ場合、上記の通りとする※下端筋については梁せいが同じ場合、上記の通りとする

（スラブ受筋）（スラブ受筋）（スラブ受筋）（スラブ受筋）（スラブ受筋）

35d35d35d35d35d

35d35d35d35d35d
そのまま伸ばすそのまま伸ばすそのまま伸ばすそのまま伸ばすそのまま伸ばす
スラブ筋と同径・同ピッチの場合スラブ筋と同径・同ピッチの場合スラブ筋と同径・同ピッチの場合スラブ筋と同径・同ピッチの場合スラブ筋と同径・同ピッチの場合
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砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル

耐圧版配筋要領図耐圧版配筋要領図耐圧版配筋要領図耐圧版配筋要領図耐圧版配筋要領図
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符　号符　号符　号符　号符　号

主　材主　材主　材主　材主　材

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

ベースプレートベースプレートベースプレートベースプレートベースプレート

リブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレート

台　柱台　柱台　柱台　柱台　柱

Ｂ×ＤＢ×ＤＢ×ＤＢ×ＤＢ×Ｄ

主　筋主　筋主　筋主　筋主　筋

ＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰ □-D13＠100□-D13＠100□-D13＠100□-D13＠100□-D13＠100

柱　脚柱　脚柱　脚柱　脚柱　脚

ＸＸＸＸＸ

ＹＹＹＹＹ

※台柱天端＝設計-300㎜※台柱天端＝設計-300㎜※台柱天端＝設計-300㎜※台柱天端＝設計-300㎜※台柱天端＝設計-300㎜

□-300×300×9□-300×300×9□-300×300×9□-300×300×9□-300×300×9

Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２

20-D2520-D2520-D2520-D2520-D25

３３３３３

砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル 砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル砕石パイル
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4-M30　Lb＝600㎜4-M30　Lb＝600㎜4-M30　Lb＝600㎜4-M30　Lb＝600㎜4-M30　Lb＝600㎜ ABR400ABR400ABR400ABR400ABR400
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・鋼板とアンカーボルト孔のクリアランスは０．５㎜以下とする・鋼板とアンカーボルト孔のクリアランスは０．５㎜以下とする・鋼板とアンカーボルト孔のクリアランスは０．５㎜以下とする・鋼板とアンカーボルト孔のクリアランスは０．５㎜以下とする・鋼板とアンカーボルト孔のクリアランスは０．５㎜以下とする

・アンカーフレームを使用する・アンカーフレームを使用する・アンカーフレームを使用する・アンカーフレームを使用する・アンカーフレームを使用する

・板厚１２㎜以上の鋼板をベースプレートに隅肉溶接した上で、・板厚１２㎜以上の鋼板をベースプレートに隅肉溶接した上で、・板厚１２㎜以上の鋼板をベースプレートに隅肉溶接した上で、・板厚１２㎜以上の鋼板をベースプレートに隅肉溶接した上で、・板厚１２㎜以上の鋼板をベースプレートに隅肉溶接した上で、
　アンカーボルトの締付けには座金を用い、かつダブルナット締めとする　アンカーボルトの締付けには座金を用い、かつダブルナット締めとする　アンカーボルトの締付けには座金を用い、かつダブルナット締めとする　アンカーボルトの締付けには座金を用い、かつダブルナット締めとする　アンカーボルトの締付けには座金を用い、かつダブルナット締めとする
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・アンカーボルトはＡＢＲ４００とする・アンカーボルトはＡＢＲ４００とする・アンカーボルトはＡＢＲ４００とする・アンカーボルトはＡＢＲ４００とする・アンカーボルトはＡＢＲ４００とする

設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ設計ＧＬ

台柱天端台柱天端台柱天端台柱天端台柱天端

※※※※※
※※※※※

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

2-D132-D132-D132-D132-D13

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)
縦筋横筋縦筋横筋縦筋横筋縦筋横筋縦筋横筋 1-D131-D131-D131-D131-D13 D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)
縦筋横筋縦筋横筋縦筋横筋縦筋横筋縦筋横筋

D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)D10@200(ｼﾝｸﾞﾙ)

F0F0F0F0F0

1-D131-D131-D131-D131-D13

3-D133-D133-D133-D133-D13

2-D132-D132-D132-D132-D13

※FS1の主筋を伸ばす※FS1の主筋を伸ばす※FS1の主筋を伸ばす※FS1の主筋を伸ばす※FS1の主筋を伸ばす ※FS1の配力筋を伸ばす※FS1の配力筋を伸ばす※FS1の配力筋を伸ばす※FS1の配力筋を伸ばす※FS1の配力筋を伸ばす

D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200

D13@200D13@200D13@200D13@200D13@200
D13@250D13@250D13@250D13@250D13@250

D13@250D13@250D13@250D13@250D13@250

FS1FS1FS1FS1FS1FS1FS1FS1FS1FS1

D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）D13@250(ﾀﾞﾌﾞﾙ）

無収縮モルタル厚30㎜無収縮モルタル厚30㎜無収縮モルタル厚30㎜無収縮モルタル厚30㎜無収縮モルタル厚30㎜

ダブルナット＋座金ダブルナット＋座金ダブルナット＋座金ダブルナット＋座金ダブルナット＋座金

全　　長：Lt＝750㎜（25d）全　　長：Lt＝750㎜（25d）全　　長：Lt＝750㎜（25d）全　　長：Lt＝750㎜（25d）全　　長：Lt＝750㎜（25d）
有効長さ：Lb＝600㎜（20d）有効長さ：Lb＝600㎜（20d）有効長さ：Lb＝600㎜（20d）有効長さ：Lb＝600㎜（20d）有効長さ：Lb＝600㎜（20d）
ベースプレート天端ベースプレート天端ベースプレート天端ベースプレート天端ベースプレート天端
～定着板下端～定着板下端～定着板下端～定着板下端～定着板下端

ナットナットナットナットナット

ナットナットナットナットナット

アンカーフレームを使用するアンカーフレームを使用するアンカーフレームを使用するアンカーフレームを使用するアンカーフレームを使用する
定着板　PL-16×100×100(SS400)定着板　PL-16×100×100(SS400)定着板　PL-16×100×100(SS400)定着板　PL-16×100×100(SS400)定着板　PL-16×100×100(SS400)

1-D131-D131-D131-D131-D13

1-D131-D131-D131-D131-D13

耐圧版リスト　　1/40耐圧版リスト　　1/40耐圧版リスト　　1/40耐圧版リスト　　1/40耐圧版リスト　　1/40

耐圧版片持ち配筋図　　1/40耐圧版片持ち配筋図　　1/40耐圧版片持ち配筋図　　1/40耐圧版片持ち配筋図　　1/40耐圧版片持ち配筋図　　1/40

2段筋のあきは1.5dとする2段筋のあきは1.5dとする2段筋のあきは1.5dとする2段筋のあきは1.5dとする2段筋のあきは1.5dとする
特記外：幅止め筋 D10＠1,000特記外：幅止め筋 D10＠1,000特記外：幅止め筋 D10＠1,000特記外：幅止め筋 D10＠1,000特記外：幅止め筋 D10＠1,000

地中梁リスト　　1/40地中梁リスト　　1/40地中梁リスト　　1/40地中梁リスト　　1/40地中梁リスト　　1/40 台柱，柱脚リスト　　1/40台柱，柱脚リスト　　1/40台柱，柱脚リスト　　1/40台柱，柱脚リスト　　1/40台柱，柱脚リスト　　1/40

（車　路）（車　路）（車　路）（車　路）（車　路）（渡り廊下）（渡り廊下）（渡り廊下）（渡り廊下）（渡り廊下）

（渡り廊下）（渡り廊下）（渡り廊下）（渡り廊下）（渡り廊下）

土間・腰壁配筋図　　1/40土間・腰壁配筋図　　1/40土間・腰壁配筋図　　1/40土間・腰壁配筋図　　1/40土間・腰壁配筋図　　1/40

布基礎Ｆ０　配筋図　　1/40布基礎Ｆ０　配筋図　　1/40布基礎Ｆ０　配筋図　　1/40布基礎Ｆ０　配筋図　　1/40布基礎Ｆ０　配筋図　　1/40

柱脚詳細図　　1/40柱脚詳細図　　1/40柱脚詳細図　　1/40柱脚詳細図　　1/40柱脚詳細図　　1/40

樺樺樺樺樺
元元元元元

樺樺樺樺樺
元元元元元

田田田田田
島島島島島

田田田田田
島島島島島

U NU NU NU NU N
A R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R EA R C H I T E C T  R E

C O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O NC O R P O R A T I O N
D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   D E S I G   

U  U  U  U  U  
J J J J J 
U  U  U  U  U  
N  N  N  N  N  

Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計Ｊ Ｕ Ｎ 設 計株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社株 式 会 社

〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名
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図
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図

製

図
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図

製

図
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担

当

担

当

設

計

設

計

設

計

設

計

設
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鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事

A1 :A1 :A1 :A1 :A1 :

A3 :A3 :A3 :A3 :A3 :

Ｓ － １１Ｓ － １１Ｓ － １１Ｓ － １１Ｓ － １１

1/801/801/801/801/80

1/401/401/401/401/40
渡り廊下Ｂ　基礎リスト，地中梁リスト，台柱・柱脚リスト渡り廊下Ｂ　基礎リスト，地中梁リスト，台柱・柱脚リスト渡り廊下Ｂ　基礎リスト，地中梁リスト，台柱・柱脚リスト渡り廊下Ｂ　基礎リスト，地中梁リスト，台柱・柱脚リスト渡り廊下Ｂ　基礎リスト，地中梁リスト，台柱・柱脚リスト

構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号
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600600600600600

ＪＪＪＪＪ

600600600600600

ＪＪＪＪＪ

600600600600600

ＪＪＪＪＪ ＪＪＪＪＪ ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ

600600600600600

ＪＪＪＪＪ
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ＪＪＪＪＪ

特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項

ＪＪＪＪＪ１）　　　は継手位置を示す１）　　　は継手位置を示す１）　　　は継手位置を示す１）　　　は継手位置を示す１）　　　は継手位置を示す

２）外壁は押出成形セメント板　厚６０　タテ張とする２）外壁は押出成形セメント板　厚６０　タテ張とする２）外壁は押出成形セメント板　厚６０　タテ張とする２）外壁は押出成形セメント板　厚６０　タテ張とする２）外壁は押出成形セメント板　厚６０　タテ張とする

３）下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする３）下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする３）下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする３）下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする３）下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする
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〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6〒899-4501　鹿児島県霧島市福山町福山4690番地6

TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709TEL(0995)56-2938　FAX(0995)56-2709

図面名図面名図面名図面名図面名

設計図設計図設計図設計図設計図 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日年 月 日

縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺縮　　尺

工事名工事名工事名工事名工事名

製

図

製

図

製

図

製

図

製

図

構

造

構

造

構

造

構

造

構

造

担

当

担

当

担

当

担

当

担

当

設

計

設

計

設

計

設

計

設

計

鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18鹿児島県知事登録 第1-2-18

樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香樺　元　由　香

一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号一級建築士登録　第365156号

特　記特　記特　記特　記特　記

R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03R 04. 03

R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事R8国 分 北 小 学 校 渡 り 廊 下 B改 築 工 事

A1 :A1 :A1 :A1 :A1 :

A3 :A3 :A3 :A3 :A3 :
渡り廊下Ｂ　軸組図渡り廊下Ｂ　軸組図渡り廊下Ｂ　軸組図渡り廊下Ｂ　軸組図渡り廊下Ｂ　軸組図

1/2001/2001/2001/2001/200

1/1001/1001/1001/1001/100

Ｓ － １２Ｓ － １２Ｓ － １２Ｓ － １２Ｓ － １２
構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘構造設計者：田島　康弘

構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号構造設計一級建築士　第8061号

一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号一級建築士　第313063号



PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6 2-M202-M202-M202-M202-M20

PL-6PL-6PL-6PL-6PL-6 3-M203-M203-M203-M203-M20

下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする下地鋼材、開口補強鋼材はメーカー仕様とする

●●●●● 工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接

●●●●● 工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接工場溶接

・ 継手はＳＣＳＳ-Ｈ97鉄骨構造標準接合部によること　・ 継手はＳＣＳＳ-Ｈ97鉄骨構造標準接合部によること　・ 継手はＳＣＳＳ-Ｈ97鉄骨構造標準接合部によること　・ 継手はＳＣＳＳ-Ｈ97鉄骨構造標準接合部によること　・ 継手はＳＣＳＳ-Ｈ97鉄骨構造標準接合部によること　
使用鋼材　 Ｈ． Ｔ ． Ｂ　 Ｓ１０Ｔ 　 　 　 　 ダイヤフラム　 ＳＮ４９０Ｃ使用鋼材　 Ｈ． Ｔ ． Ｂ　 Ｓ１０Ｔ 　 　 　 　 ダイヤフラム　 ＳＮ４９０Ｃ使用鋼材　 Ｈ． Ｔ ． Ｂ　 Ｓ１０Ｔ 　 　 　 　 ダイヤフラム　 ＳＮ４９０Ｃ使用鋼材　 Ｈ． Ｔ ． Ｂ　 Ｓ１０Ｔ 　 　 　 　 ダイヤフラム　 ＳＮ４９０Ｃ使用鋼材　 Ｈ． Ｔ ． Ｂ　 Ｓ１０Ｔ 　 　 　 　 ダイヤフラム　 ＳＮ４９０Ｃ

120120120120120

使用部材使用部材使用部材使用部材使用部材

最大厚さの２サイズ程度大きいものを使用する）最大厚さの２サイズ程度大きいものを使用する）最大厚さの２サイズ程度大きいものを使用する）最大厚さの２サイズ程度大きいものを使用する）最大厚さの２サイズ程度大きいものを使用する）柱リスト柱リスト柱リスト柱リスト柱リスト

符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号 材　種材　種材　種材　種材　種

（ダイヤフラム（SN490C）は取付く梁フランジの（ダイヤフラム（SN490C）は取付く梁フランジの（ダイヤフラム（SN490C）は取付く梁フランジの（ダイヤフラム（SN490C）は取付く梁フランジの（ダイヤフラム（SN490C）は取付く梁フランジの

土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト土間コンクリ－ト

コンクリ－ト　　　コンクリ－ト　　　コンクリ－ト　　　コンクリ－ト　　　コンクリ－ト　　　 （設計基準強度）（設計基準強度）（設計基準強度）（設計基準強度）（設計基準強度）

１．使用材料１．使用材料１．使用材料１．使用材料１．使用材料

鉄　　　骨鉄　　　骨鉄　　　骨鉄　　　骨鉄　　　骨

Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜22222

SS400　　（大梁）SS400　　（大梁）SS400　　（大梁）SS400　　（大梁）SS400　　（大梁）

Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜22222捨てコンクリ－ト捨てコンクリ－ト捨てコンクリ－ト捨てコンクリ－ト捨てコンクリ－ト

デッキコンクリ－トデッキコンクリ－トデッキコンクリ－トデッキコンクリ－トデッキコンクリ－ト

基礎・地中梁基礎・地中梁基礎・地中梁基礎・地中梁基礎・地中梁

SS400　　（小梁・二次部材・その他）SS400　　（小梁・二次部材・その他）SS400　　（小梁・二次部材・その他）SS400　　（小梁・二次部材・その他）SS400　　（小梁・二次部材・その他）

SN490C 　（ダイヤフラム）SN490C 　（ダイヤフラム）SN490C 　（ダイヤフラム）SN490C 　（ダイヤフラム）SN490C 　（ダイヤフラム）

Ｆｃ＝２１Ｎ/㎜Ｆｃ＝２１Ｎ/㎜Ｆｃ＝２１Ｎ/㎜Ｆｃ＝２１Ｎ/㎜Ｆｃ＝２１Ｎ/㎜22222

-D19-D19-D19-D19-D19 -D16-D16-D16-D16-D16 -D13-D13-D13-D13-D13 -D10-D10-D10-D10-D10

ボルトボルトボルトボルトボルト

建築工事共通仕様書による。建築工事共通仕様書による。建築工事共通仕様書による。建築工事共通仕様書による。建築工事共通仕様書による。２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着２．鉄筋の定着

鉄　　　筋鉄　　　筋鉄　　　筋鉄　　　筋鉄　　　筋

-D22-D22-D22-D22-D22

SD295A（D10～D16）　SD295A（D10～D16）　SD295A（D10～D16）　SD295A（D10～D16）　SD295A（D10～D16）　

-D25-D25-D25-D25-D25３．鉄筋記号３．鉄筋記号３．鉄筋記号３．鉄筋記号３．鉄筋記号

中ボルト中ボルト中ボルト中ボルト中ボルト

※調合管理強度および調合強度は構造体強度補正値や※調合管理強度および調合強度は構造体強度補正値や※調合管理強度および調合強度は構造体強度補正値や※調合管理強度および調合強度は構造体強度補正値や※調合管理強度および調合強度は構造体強度補正値や
　圧縮強度の標準偏差を考慮して決定すること。　圧縮強度の標準偏差を考慮して決定すること。　圧縮強度の標準偏差を考慮して決定すること。　圧縮強度の標準偏差を考慮して決定すること。　圧縮強度の標準偏差を考慮して決定すること。

※土間コンクリートを構造体と同時に打設する場合は※土間コンクリートを構造体と同時に打設する場合は※土間コンクリートを構造体と同時に打設する場合は※土間コンクリートを構造体と同時に打設する場合は※土間コンクリートを構造体と同時に打設する場合は
　基礎と同強度のコンクリートとする　基礎と同強度のコンクリートとする　基礎と同強度のコンクリートとする　基礎と同強度のコンクリートとする　基礎と同強度のコンクリートとする

（λx＝181.1,λy＝94.1）（λx＝181.1,λy＝94.1）（λx＝181.1,λy＝94.1）（λx＝181.1,λy＝94.1）（λx＝181.1,λy＝94.1）
BCR295BCR295BCR295BCR295BCR295

高力ボルト　（S10T）高力ボルト　（S10T）高力ボルト　（S10T）高力ボルト　（S10T）高力ボルト　（S10T）

使用部材使用部材使用部材使用部材使用部材符　号符　号符　号符　号符　号

大梁リスト大梁リスト大梁リスト大梁リスト大梁リスト

材　種材　種材　種材　種材　種

大梁継手位置は特記なき限り、柱面より800㎜とする大梁継手位置は特記なき限り、柱面より800㎜とする大梁継手位置は特記なき限り、柱面より800㎜とする大梁継手位置は特記なき限り、柱面より800㎜とする大梁継手位置は特記なき限り、柱面より800㎜とする

SS400SS400SS400SS400SS400

SS400SS400SS400SS400SS400

使用部材使用部材使用部材使用部材使用部材符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号
ＰＬＰＬＰＬＰＬＰＬ

仕口仕口仕口仕口仕口

ＨＴＢＨＴＢＨＴＢＨＴＢＨＴＢ
継手継手継手継手継手 備　考備　考備　考備　考備　考剛接合剛接合剛接合剛接合剛接合材種材種材種材種材種

記号　Ｈ：一般Ｈ形鋼　Ｌ：山形鋼　［：溝形鋼　Ｃ：軽量形鋼記号　Ｈ：一般Ｈ形鋼　Ｌ：山形鋼　［：溝形鋼　Ｃ：軽量形鋼記号　Ｈ：一般Ｈ形鋼　Ｌ：山形鋼　［：溝形鋼　Ｃ：軽量形鋼記号　Ｈ：一般Ｈ形鋼　Ｌ：山形鋼　［：溝形鋼　Ｃ：軽量形鋼記号　Ｈ：一般Ｈ形鋼　Ｌ：山形鋼　［：溝形鋼　Ｃ：軽量形鋼二次部材リスト二次部材リスト二次部材リスト二次部材リスト二次部材リスト
特記無き使用鋼材は　ＳＳ４００　とする　　　高力ボルト　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ特記無き使用鋼材は　ＳＳ４００　とする　　　高力ボルト　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ特記無き使用鋼材は　ＳＳ４００　とする　　　高力ボルト　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ特記無き使用鋼材は　ＳＳ４００　とする　　　高力ボルト　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ特記無き使用鋼材は　ＳＳ４００　とする　　　高力ボルト　Ｈ．Ｔ．Ｂ　Ｓ１０Ｔ

Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜Ｆｃ＝１８Ｎ/㎜22222

BCR295 　（柱）BCR295 　（柱）BCR295 　（柱）BCR295 　（柱）BCR295 　（柱）

SD345 （D19～D25）　SD345 （D19～D25）　SD345 （D19～D25）　SD345 （D19～D25）　SD345 （D19～D25）　

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手

Ｂ２０Ｂ２０Ｂ２０Ｂ２０Ｂ２０ H-200×100×5.5×8H-200×100×5.5×8H-200×100×5.5×8H-200×100×5.5×8H-200×100×5.5×8

□-300×300×9□-300×300×9□-300×300×9□-300×300×9□-300×300×9
Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｇ２４ＷＧ２４ＷＧ２４ＷＧ２４ＷＧ２４Ｗ

Ｇ２９ＷＧ２９ＷＧ２９ＷＧ２９ＷＧ２９Ｗ

Ｂ２４Ｂ２４Ｂ２４Ｂ２４Ｂ２４ H-248×124×5×8H-248×124×5×8H-248×124×5×8H-248×124×5×8H-248×124×5×8

H-244×175×7×11H-244×175×7×11H-244×175×7×11H-244×175×7×11H-244×175×7×11

H-294×200×8×12H-294×200×8×12H-294×200×8×12H-294×200×8×12H-294×200×8×12

QL99-50-12　同等品QL99-50-12　同等品QL99-50-12　同等品QL99-50-12　同等品QL99-50-12　同等品

コンクリート厚80mmコンクリート厚80mmコンクリート厚80mmコンクリート厚80mmコンクリート厚80mm

※ １時間耐火※ １時間耐火※ １時間耐火※ １時間耐火※ １時間耐火
デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート

押出成形セメント板　厚60㎜押出成形セメント板　厚60㎜押出成形セメント板　厚60㎜押出成形セメント板　厚60㎜押出成形セメント板　厚60㎜外壁外壁外壁外壁外壁

ＣＧ１ＣＧ１ＣＧ１ＣＧ１ＣＧ１ H-298×149×5.5×8H-298×149×5.5×8H-298×149×5.5×8H-298×149×5.5×8H-298×149×5.5×8

ＣＧ２ＣＧ２ＣＧ２ＣＧ２ＣＧ２ H-248×124×5×8H-248×124×5×8H-248×124×5×8H-248×124×5×8H-248×124×5×8

ウェブウェブウェブウェブウェブ

継　 手　 形　 状継　 手　 形　 状継　 手　 形　 状継　 手　 形　 状継　 手　 形　 状

フランジフランジフランジフランジフランジ

サイズサイズサイズサイズサイズ H-294×200×8×12H-294×200×8×12H-294×200×8×12H-294×200×8×12H-294×200×8×12 H-244×175×7×11H-244×175×7×11H-244×175×7×11H-244×175×7×11H-244×175×7×11

35d35d35d35d35d

PL-9×410PL-9×410PL-9×410PL-9×410PL-9×410

2PL-9×802PL-9×802PL-9×802PL-9×802PL-9×80

2PL- 9×200×2902PL- 9×200×2902PL- 9×200×2902PL- 9×200×2902PL- 9×200×290

HTBHTBHTBHTBHTB

HTBHTBHTBHTBHTB
3×2-M203×2-M203×2-M203×2-M203×2-M20

PL-9×290PL-9×290PL-9×290PL-9×290PL-9×290

2PL-9×702PL-9×702PL-9×702PL-9×702PL-9×70

HTBHTBHTBHTBHTB
2×2-M202×2-M202×2-M202×2-M202×2-M20

HTBHTBHTBHTBHTB
2×1-M202×1-M202×1-M202×1-M202×1-M202PL- 9×140×1702PL- 9×140×1702PL- 9×140×1702PL- 9×140×1702PL- 9×140×170

3×2-M203×2-M203×2-M203×2-M203×2-M20

(175)(175)(175)(175)(175)

1-D131-D131-D131-D131-D13

1-D131-D131-D131-D131-D13

縦筋縦筋縦筋縦筋縦筋

D10@200(シングル)D10@200(シングル)D10@200(シングル)D10@200(シングル)D10@200(シングル)
横筋横筋横筋横筋横筋 D10@200(シングル)D10@200(シングル)D10@200(シングル)D10@200(シングル)D10@200(シングル)
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